
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
Ｉ
ａ
規
則
に
お
け
る
消
費
者
保
護
規
定
と
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
論
（
中
村
）

二
三
一

ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
Ｉ
ａ
規
則
に
お
け
る

消
費
者
保
護
規
定
と
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
論

─
第
一
七
条
⑴
⒞
に
お
け
る
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
基
準
に
つ
い
て

─

中
　
　
村
　
　
　
　
　
進

第
一
章

　
は
じ
め
に

第
二
章

　
Ｉ
ａ
規
則
の
消
費
者
保
護
規
定
と
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
基
準

第
三
章

　
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
基
準
に
関
す
る
判
例
・
学
説

第
四
章

　
終
わ
り
に

論
　
説

）
三
一
三
一
（



日
本
法
学

　第
八
十
八
巻
第
四
号
（
二
〇
二
三
年
二
月
）

二
三
二

第
一
章

　
は
じ
め
に

本
稿
は
、
欧
州
連
合
（E

uropean U
nion

：
以
下
、
Ｅ
Ｕ
と
す
る
。）
の
域
内
に
お
け
る
裁
判
管
轄
と
裁
判
の
承
認
・
執
行
に
関
す
る
統
一

規
則
を
定
め
た
「
民
事
及
び
商
事
事
件
に
お
け
る
裁
判
管
轄
並
び
に
裁
判
の
承
認
及
び
執
行
に
関
す
る
二
〇
一
二
年
一
二
月
一
二
日
の
欧

州
議
会
及
び
理
事
会
の
（
Ｅ
Ｕ
）N

r.1215/2012

規
則
」（
以
下
、
Ｉ
ａ
規
則
と
略
す

（
１
）

。）
に
お
い
て
、
消
費
者
契
約
事
件
に
関
す
る
管
轄
を

定
め
た
第
二
章
第
四
節
第
一
七
条
⑴
⒞
に
規
定
さ
れ
る
「
に
向
け
ら
れ
た
」（directs

…to

）
の
表
現
の
解
釈
に
関
す
る
Ｅ
Ｕ
の
判
例
・
学

説
に
お
け
る
議
論
の
展
開
を
紹
介
す
る
こ
と
で
、
わ
が
国
の
国
際
裁
判
管
轄
に
お
け
る
消
費
者
保
護
に
関
す
る
議
論
の
一
層
の
進
展
に
寄

与
せ
ん
と
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

今
日
、
Ｉ
Ｔ
技
術
は
日
進
月
歩
で
、
常
に
新
た
な
展
開
を
見
せ
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
の
中
に
あ
っ
て
、
法
律
は
常
に
、
新
Ｉ
Ｔ
技

術
の
登
場
に
伴
っ
て
発
生
し
た
新
た
な
展
開
へ
の
対
応
が
迫
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
Ｉ
Ｔ
技
術
に
基
礎
を
置
く
電
子
商
取
引
の
分
野
に

お
い
て
も
同
様
で
あ
り
、
Ａ
Ｉ
（A

rtificial Intelligence

）、
Ｉ
ｏ
Ｔ
（Internet of T

hings

）、
ク
ラ
ウ
ド
（cloud

）
な
ど
、
新
Ｉ
Ｔ
技
術

を
利
用
し
た
新
た
な
取
引
形
態
が
次
々
と
登
場
し
、
そ
れ
に
適
し
た
規
律
方
法
が
常
に
検
討
さ
れ
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

Ｉ
Ｔ
技
術
の
進
化
に
伴
う
法
律
の
対
応
に
つ
い
て
、
長
く
オ
ン
ラ
イ
ン
紛
争
に
関
す
る
様
々
な
問
題
に
取
組
ん
で
い
る
研
究
者
の
一
人

で
あ
るS

vantesson

は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
紛
争
の
裁
判
管
轄
問
題
の
進
展
を
四
つ
の
フ
ェ
ー
ズ
に
区
分
し
て
い
る

（
２
）

。
そ
れ
に
よ
る
と
、

W
ord W

ide W
eb

（W
W

W

）
の
登
場
か
ら
ミ
レ
ニ
ア
ム
移
行
前
ま
で
のT

he W
orld W

ide W
eb

期
（1991-99

）、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
介
し
た
行
為
に
対
す
る
管
轄
を
ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
し
主
張
し
た
過
剰
規
制
（over-regulation

）
期
（2000-09

）、
過
剰
な
管
轄
権
の
主
張

を
回
避
す
る
規
制
不
足
（under-regulation

）
期
（2010-14

）
が
あ
り
、
そ
の
後
に
様
々
な
組
織
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
管
轄
に
関
す
る
規

）
三
一
三
一
（



ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
Ｉ
ａ
規
則
に
お
け
る
消
費
者
保
護
規
定
と
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
論
（
中
村
）

二
三
三

制
を
行
う
こ
と
に
よ
る
複
数
の
管
轄
が
競
合
す
る
ハ
イ
パ
ー
レ
ギ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
（hyper-regulation

）
期
（2015-

）
が
現
在
ま
で
続
く

と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
激
し
い
変
化
の
中
で
、
Ｅ
Ｕ
は
一
貫
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
登
場
に
よ
り
国
際
商
取
引
の
当
事
者
と
し
て
登

場
し
た
消
費
者
を
経
済
的
及
び
情
報
力
の
点
で
弱
者
で
あ
る
と
み
な
し
、
積
極
的
に
そ
の
保
護
を
図
っ
て
い
る
。

国
際
取
引
の
当
事
者
で
あ
る
消
費
者
に
つ
き
、
消
費
者
契
約
を
巡
る
紛
争
に
お
け
る
裁
判
管
轄
の
問
題
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
に
保
護

を
図
る
か
は
、
重
要
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
Ｅ
Ｕ
で
は
、
特
別
規
則
を
設
け
て
消
費
者
保
護
を
図
る
ア
プ
ロ
ー
チ

が
採
用
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
そ
の
よ
う
な
管
轄
規
則
を
持
た
な
い
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
は
、
裁
判
官
の
裁
量
に
基
づ
い
て
保
護
を
図

る
ア
プ
ロ
ー
チ
が
採
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
電
子
商
取
引
の
先
進
的
な
地
域
に
限
ら
ず
、
そ
の
他
の
国
・
地
域
や
国
際
的
な
機
関
に
お

い
て
採
用
さ
れ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を
も
含
め
て
、
管
轄
に
関
す
る
法
比
較
を
行
い
、
適
切
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
は
、
消

費
者
が
国
際
取
引
の
当
事
者
と
し
て
今
後
も
参
加
し
続
け
る
こ
と
や
、
新
た
な
Ｉ
Ｔ
技
術
の
登
場
に
よ
り
、
電
子
商
取
引
に
新
た
な
枠
組

み
が
出
現
し
、
そ
れ
に
対
応
す
る
た
め
の
適
切
な
法
的
シ
ス
テ
ム
が
常
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
今
後
も
予
想
さ
れ
る
状
況
を
考
慮
す
る
と
、

大
い
に
意
義
の
あ
る
こ
と
と
考
え
る

（
３
）

。

Ｉ
ａ
規
則
は
、
次
章
に
お
い
て
説
明
さ
れ
る
よ
う
に
、
消
費
者
保
護
の
観
点
か
ら
裁
判
管
轄
規
則
に
つ
い
て
の
特
例
を
定
め
、
そ
の
第

一
七
条
⑴
⒞
に
お
い
て
、
事
業
者
が
そ
の
商
業
的
活
動
を
消
費
者
が
住
所
（dom

icile

）
を
有
す
る
Ｅ
Ｕ
構
成
国
内
に
お
い
て
行
う
か
、
そ

の
構
成
国
を
含
む
複
数
の
国
に
「
向
け
て
」
行
っ
て
い
る
と
き
は
保
護
規
定
の
適
用
を
受
け
る
と
定
め
、
そ
の
場
合
は
同
第
一
八
条
⑴
に

よ
り
、
消
費
者
は
、
契
約
の
相
手
方
に
対
し
て
行
う
訴
え
に
つ
い
て
、
自
身
が
住
所
を
有
す
る
構
成
国
内
の
裁
判
所
で
提
訴
す
る
こ
と
が

容
認
さ
れ
る
。
こ
の
保
護
的
な
管
轄
規
則
の
適
用
に
、
事
業
者
が
そ
の
活
動
を
消
費
者
の
住
所
地
国
に
向
け
て
い
る
こ
と
を
求
め
る
要
件

は
、「
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
基
準
」
と
か
「
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
論
」
な
ど
と
呼
ば
れ
る
。
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
消
費
者
契
約
紛
争
の
国
際

）
三
一
三
一
（



日
本
法
学

　第
八
十
八
巻
第
四
号
（
二
〇
二
三
年
二
月
）

二
三
四

裁
判
管
轄
を
扱
っ
た
論
文

（
４
）

は
幾
つ
か
あ
る
が
、
こ
の
「
に
向
け
て
」
に
つ
い
て
焦
点
を
当
て
て
論
じ
た
文
献
は
な
く
、
こ
の
点
に
関
す
る

Ｅ
Ｕ
法
に
お
け
る
議
論
の
展
開
を
考
察
す
る
こ
と
で
、
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
基
準
に
関
す
る
他
の
法
域
に
お
け
る
議
論
と
の
比
較
検
討
の
第

一
歩
と
し
た
い
と
考
え
る
。

様
々
な
国
に
お
け
る
国
内
的
・
国
際
的
な
組
織
が
、
異
な
る
法
制
度
や
考
え
方
に
基
づ
き
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
越
境
的
な
紛
争
に

つ
い
て
の
裁
判
管
轄
規
則
を
定
め
、
そ
の
結
果
、
複
数
の
管
轄
の
競
合
が
見
ら
れ
る
ハ
イ
パ
ー
レ
ギ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
期
に
あ
っ
て
は
、
電

子
商
取
引
が
関
わ
る
契
約
や
不
法
行
為
に
つ
い
て
の
訴
訟
が
ど
こ
で
開
始
さ
れ
る
か
は
不
明
瞭
で
あ
り
、
電
子
商
取
引
を
行
う
企
業
や

ウ
ェ
ブ
・
サ
イ
ト
の
所
有
者
及
び
消
費
者
ら
が
、
そ
れ
を
予
測
す
る
こ
と
は
非
常
に
困
難
で
あ
る
。
今
後
の
電
子
商
取
引
の
一
層
の
発
展

の
た
め
に
は
、
そ
の
よ
う
な
状
況
を
少
し
で
も
解
消
し
、
越
境
的
な
紛
争
に
関
す
る
管
轄
に
つ
い
て
法
的
安
定
性
や
予
見
可
能
性
を
で
き

る
限
り
確
保
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る

（
５
）

。
そ
の
た
め
の
一
方
法
と
し
て
、
管
轄
規
則
を
国
際
的
に
調
和
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
比

較
法
的
な
考
察
を
通
じ
て
、
異
な
る
法
制
度
の
一
致
点
を
探
る
こ
と
は
、
意
義
の
あ
る
こ
と
と
考
え
る
。

第
二
章

　
Ｉ
ａ
規
則
の
消
費
者
保
護
規
定
と
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
基
準

本
章
で
は
、
Ｉ
ａ
規
則
中
の
消
費
者
保
護
規
定
と
そ
の
第
一
七
条
⑴
⒞
に
置
か
れ
る
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
基
準
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。
消

費
者
保
護
規
定
は
、
何
度
か
の
修
正
を
経
て
現
在
の
規
定
と
な
っ
て
い
る
が
、
Ｅ
Ｕ
の
消
費
者
保
護
に
関
す
る
考
え
に
つ
い
て
の
理
解
を

深
め
る
た
め
に
、
先
ず
、
同
規
則
中
の
消
費
者
保
護
規
定
の
成
立
ま
で
の
沿
革
に
つ
い
て
概
説

（
６
）

す
る
こ
と
か
ら
始
め
、
そ
の
後
に
、
一
七

条
⑴
⒞
に
規
定
さ
れ
る
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
基
準
に
つ
い
て
論
じ
た
い
。

）
三
一
三
一
（



ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
Ｉ
ａ
規
則
に
お
け
る
消
費
者
保
護
規
定
と
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
論
（
中
村
）

二
三
五

１
　
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
規
則
に
お
け
る
消
費
者
保
護
規
定
の
成
立
ま
で

Ｉ
ａ
規
則
は
、
一
九
六
八
年
の
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
条
約
（
以
下
、
条
約
と
略
す

（
７
）

。）
を
そ
の
ス
タ
ー
ト
と
す
る
。
同
条
約
は
一
九
七
三
年
に

発
効
し
て
い
る
が
、
当
初
は
、
割
賦
販
売
と
ロ
ー
ン
に
よ
る
商
品
販
売
に
関
す
る
契
約
に
つ
い
て
買
主
と
借
主
の
保
護
を
提
供
す
る
の
み

で
あ
り
、「
消
費
者
」
と
い
う
言
葉
も
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
及
び
連
合
王
国
の
新
加
盟
に
伴
い
締
結
さ

れ
た
一
九
七
八
年
加
盟
条
約

（
８
）

に
お
い
て
、
同
条
約
第
二
章
第
四
節
（
第
一
三
条
～
第
一
五
条
）
の
タ
イ
ト
ル
が
「
割
賦
行
為
事
件
の
管
轄
」

か
ら
「
消
費
者
契
約
事
件
の
管
轄
」（
第
一
三
～
第
一
五
条
）
と
変
更
さ
れ
、「
消
費
者
」
は
、
契
約
を
「
そ
の
商
業
上
若
し
く
は
専
門
的
職

業
上
の
活
動
と
は
関
係
な
い
（outside his trade or profession

）
と
み
な
し
う
る
用
途
の
た
め
に
締
結
し
た
」
者
と
定
義
づ
け
ら
れ
た

（
第
一
三
条
⑴
）。
ま
た
、
保
護
さ
れ
る
消
費
者
の
範
囲
に
つ
い
て
も
、
動
産
の
割
賦
販
売
と
ロ
ー
ン
だ
け
で
な
く
、
そ
の
他
の
動
産
と

サ
ー
ビ
ス
の
供
給
を
目
的
と
す
る
契
約
で
、「
⒜

　契
約
締
結
に
先
立
ち
、
消
費
者
の
住
所
地
国
に
お
い
て
、
特
別
の
申
込
又
は
広
告
が
行

わ
れ
て
お
り
、
か
つ
⒝

　消
費
者
が
そ
の
国
で
契
約
締
結
に
必
要
な
行
為
を
お
こ
な
っ
た
と
き
」（
同
項
）
に
も
拡
大
さ
れ
た
。
こ
の

一
九
七
八
年
修
正
法
は
、
一
九
八
〇
年
に
成
立
し
た
「
契
約
上
の
債
務
の
準
拠
法
に
関
す
る
条
約
」（
ロ
ー
マ
条
約

（
９
）

）
と
一
緒
に
な
っ
て
、

消
費
者
契
約
に
お
け
る
進
歩
的
、
包
括
的
且
つ
体
系
的
な
保
護
的
抵
触
法
の
基
礎
を
築
く
こ
と
に
な
っ
た
。

条
約
は
、
同
条
約
の
並
行
条
約
と
し
て
欧
州
自
由
貿
易
地
域
（
Ｅ
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
と
の
間
で
締
結
さ
れ
て
い
た
ル
ガ
ノ
条
約

（
10
）

の
改
正
の
検
討

が
な
さ
れ
た
こ
と
が
発
端
と
な
り
、
一
九
九
七
年
一
一
月
に
欧
州
委
員
会
（E

uropean C
om

m
ission

）
に
改
正
の
提
案
が
な
さ
れ
た
。

一
九
九
九
年
四
月
に
修
正
作
業
は
終
結
し
た
が
、
修
正
に
お
い
て
は
、
そ
れ
以
前
の
一
九
九
三
年
一
一
月
に
欧
州
連
合
条
約
（
マ
ー
ス
ト

リ
ヒ
ト
条
約
）
が
発
効
し
、
欧
州
共
同
体
（
Ｅ
Ｅ
Ｃ
）
か
ら
Ｅ
Ｕ
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
法
形
式
に
つ
い
て
も
、
Ｅ
Ｕ
の
立
法
者
ら
に
立

法
の
権
限
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
条
約
か
ら
共
同
体
派
生
法
の
一
つ
で
あ
る
規
則
と
な
っ
た
こ
と
受
け
て
、
規
則
と
す
る
こ
と
が

）
三
一
三
一
（



日
本
法
学

　第
八
十
八
巻
第
四
号
（
二
〇
二
三
年
二
月
）

二
三
六

提
案
さ
れ
た

（
11
）

。
そ
の
後
、
欧
州
議
会
の
意
見
を
受
け
て
修
正
が
行
わ
れ
た
後
、
二
〇
〇
〇
年
一
二
月
二
二
日
に
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
Ⅰ
規
則

（
以
下
、
Ⅰ
規
則
と
す
る

（
12
）

）
は
成
立
し
た
。
一
九
七
八
年
法
の
修
正
を
促
し
た
の
は
、
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
に
よ
る
立
法
形
式
の
変
更
と

と
も
に
、
一
九
九
〇
年
代
に
登
場
し
た
後
、
急
速
な
拡
大
を
見
せ
て
い
た
電
子
商
取
引
の
存
在
も
あ
っ
た
。

Ｅ
Ｕ
は
、
早
く
か
ら
電
子
商
取
引
の
発
展
に
積
極
的
に
臨
み
、
一
九
九
七
年
四
月
、
欧
州
理
事
会
（E

uropean C
ouncil

：
以
下
、
理
事

会
と
略
す
。）
は
「
電
子
商
取
引
に
関
す
る
欧
州
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

（
13
）

」
を
公
表
し
、
欧
州
連
合
を
「
電
子
商
取
引
の
中
心
地
」
と
す
る
と
宣

言
を
行
っ
た
。
同
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
に
基
づ
い
て
、D

irective 97/7 E
C

 

（the D
istance S

elling D
irective

）
やD

irective 1999/93/

E
C

 

（the E
-S

ignatures D
irective

）
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
指
令
（D

irective

）
や
規
則
（R

egulation

）
を
制
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
こ
の
よ
う
な
電
子
商
取
引
を
促
進
す
る
た
め
の
政
策
の
中
で
、
電
子
消
費
者
契
約
に
お
け
る
弱
者
で
あ
る
消
費
者
の
保
護
が
検
討
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
。

消
費
者
保
護
に
つ
い
て
Ｅ
Ｕ
で
は
、
既
に
一
九
九
三
年
に
欧
州
委
員
会
（E

uropean C
om

m
ission

：
以
下
、
委
員
会
と
略
す
。）
よ
り
、
単

一
市
場
に
お
け
る
消
費
者
の
司
法
ア
ク
セ
ス
と
消
費
者
紛
争
の
解
決
に
関
す
る
グ
リ
ー
ン
・
ペ
ー
パ
ー

（
14
）

が
公
表
さ
れ
、
一
九
九
六
年
に

は
、
域
内
市
場
に
お
け
る
消
費
者
の
司
法
ア
ク
セ
ス
と
消
費
者
紛
争
の
解
決
に
つ
い
て
の
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン
に
関
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

（
15
）

が
採
択
さ
れ
て
い
た
。
同
プ
ラ
ン
に
は
、
裁
判
手
続
へ
の
簡
素
化
さ
れ
た
ア
ク
セ
ス
を
導
入
す
る
た
め
の
規
定
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
こ

の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
Ｉ
規
則
に
お
い
て
は
、
電
子
商
取
引
の
登
場
に
よ
り
、
消
費
者
が
国
際
取
引
の
当
事
者
と
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

電
子
商
取
引
に
お
い
て
も
弱
者
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
消
費
者
を
保
護
す
る
た
め
の
規
定
が
置
か
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
は
必
然
で
あ
っ

た
と
い
え
る
。

）
三
一
三
一
（



ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
Ｉ
ａ
規
則
に
お
け
る
消
費
者
保
護
規
定
と
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
論
（
中
村
）

二
三
七

２
　
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
Ｉ
規
則
と
Ｉ
ａ
規
則

二
〇
〇
〇
年
に
成
立
し
た
Ｉ
規
則
は
、
概
ね
満
足
の
行
く
も
の
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る

（
16
）

が
、
委
員
会
は
、
委
員
会
自
身
が
行
っ
た
構
成
諸

国
内
に
お
け
る
同
規
則
の
適
用
に
関
す
る
調
査
の
報
告

（
17
）

や
国
際
私
法
専
門
家
を
中
心
と
す
る
団
体
に
よ
る
修
正
提
案

（
18
）

な
ど
を
受
け
て
、

二
〇
〇
九
年
にG

reen P
aper

を
採
択

（
19
）

し
、
二
〇
一
一
年
に
修
正
の
提
案
が
行
わ
れ
て
、
二
〇
一
一
年
に
Ｉ
規
則
は
Ｉ
ａ
規
則
（
施
行
は
、

二
〇
一
五
年
一
月
一
〇
日
）
と
し
て
成
立
し
た
。
本
稿
の
目
的
で
あ
る
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
基
準
に
つ
い
て
は
、
Ｉ
規
則
に
お
い
て
初
め
て
設

け
ら
れ
、
Ｉ
ａ
規
則
に
お
い
て
も
そ
の
ま
ま
受
け
継
が
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
は
便
宜
的
に
両
規
則
を
合
わ
せ
て
本
節
で
概
説
す

る
。Ｉ

規
則
は
、
第
二
章
第
一
節
第
二
条
以
下
に
裁
判
管
轄
に
関
す
る
一
般
規
定
を
置
き
、
別
段
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
い
て
、
構
成
国

の
領
域
内
に
住
所
を
有
す
る
者
に
対
し
て
は
、
そ
の
国
籍
を
問
わ
ず
、
そ
の
構
成
国
の
裁
判
所
の
領
域
内
に
提
訴
で
き
る
旨
を
規
定
す
る
。

同
章
第
二
節
第
五
条
以
下
に
は
、
特
別
管
轄
に
関
す
る
規
定
が
置
か
れ
、
管
轄
は
、
契
約
事
件
に
つ
き
請
求
の
基
礎
と
な
る
義
務
履
行
地

又
は
履
行
さ
れ
る
べ
き
地
の
裁
判
所
に
（
第
五
条
⑴
⒜
）、
不
法
行
為
又
は
準
不
法
行
為
事
件
に
つ
き
損
害
を
も
た
ら
す
事
実
の
発
生
地
か

発
生
す
る
危
険
が
あ
る
地
の
裁
判
所
に
認
め
ら
れ
る
（
第
五
条
⑶
）。
ま
た
、
第
五
条
⑴
⒝
に
は
、
物
と
役
務
の
履
行
地
に
つ
い
て
の
定
義

づ
け
が
置
か
れ
た
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
購
入
さ
れ
る
デ
ジ
タ
ル
の
「
物
」
と
役
務
の
履
行
地
に
つ
い
て
の
定
義
づ
け
の
必
要
性
が
指
摘

さ
れ
て
い
た

（
20
）

。
こ
れ
ら
の
規
定
の
適
用
を
受
け
な
い
特
則
と
し
て
、
経
済
的
弱
者
の
保
護
の
観
点
か
ら
、
同
章
第
五
節
一
五
条
か
ら
第

一
八
条
に
お
い
て
、
消
費
者
契
約
に
つ
い
て
の
管
轄
規
定
が
置
か
れ
て
い
る
。

消
費
者
契
約
に
意
味
に
つ
い
て
、
Ｉ
規
則
第
一
五
条
⑴
に
は
、「
消
費
者
に
よ
り
そ
の
取
引
又
は
専
門
の
活
動
と
は
関
係
な
い
と
み
な

し
う
る
用
途
の
た
め
に
締
結
さ
れ
た
契
約
」
と
規
定
さ
れ
る
と
と
も
に
、
そ
の
適
用
を
受
け
る
消
費
者
契
約
に
つ
い
て
は
、
動
産
の
割
賦

）
三
一
三
一
（



日
本
法
学

　第
八
十
八
巻
第
四
号
（
二
〇
二
三
年
二
月
）

二
三
八

販
売
契
約
、
動
産
購
入
代
金
の
融
資
に
関
す
る
契
約
及
び
「
そ
の
他
の
場
合
に
お
い
て
、
消
費
者
が
住
所
を
有
す
る
構
成
国
に
お
い
て
商

業
的
若
し
く
は
専
門
的
な
活
動
を
行
う
者
、
又
は
、
何
で
あ
れ
、
こ
の
構
成
国
に
若
し
く
は
こ
の
構
成
国
を
含
む
複
数
の
国
に
向
け
て
そ

の
活
動
（directs such activities to

）
を
行
う
者
に
よ
り
締
結
さ
れ
た
契
約
で
、
こ
の
活
動
の
枠
内
に
含
ま
れ
る
も
の
」（
同
項
⒞
）
と
定

め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
Ｉ
規
則
第
一
五
条
⑴
⒞
は
、
Ｉ
ａ
規
則
に
お
い
て
も
修
正
さ
れ
ず
、
第
一
七
条
⑴
⒞
と
し
て
そ
の
ま
ま
残
っ
て
い

る
。
こ
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
後
に
、
よ
り
詳
細
に
検
討
す
る
。

消
費
者
契
約
事
件
の
管
轄
に
関
す
る
そ
の
他
の
規
定
と
し
て
、
Ｉ
規
則
第
一
五
条
⑵
に
お
い
て
、
消
費
者
契
約
の
相
手
方
が
構
成
国
内

に
住
所
を
有
し
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、「
そ
の
者
が
構
成
国
内
に
支
店
、
代
理
店
そ
の
他
の
営
業
所
を
有
し
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
業

務
に
関
す
る
紛
争
に
つ
い
て
は
、
そ
の
構
成
国
の
領
域
内
に
住
所
を
有
す
る
も
の
と
み
な
す
」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
第
一
六

条
は
、
消
費
者
保
護
の
観
点
か
ら
、
消
費
者
の
裁
判
所
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
確
保
す
る
た
め
、
消
費
者
の
相
手
方
に
対
す
る
提
訴
は
、
相
手

方
が
構
成
国
内
に
住
所
を
有
す
る
と
き
は
、
消
費
者
の
住
所
地
国
の
裁
判
所
か
又
は
相
手
方
の
住
所
地
国
の
裁
判
所
に
提
訴
で
き
る
が
、

逆
に
相
手
方
が
消
費
者
を
提
訴
す
る
場
合
に
は
、
消
費
者
の
住
所
地
国
の
裁
判
所
に
お
け
る
提
起
の
み
が
容
認
さ
れ
る

（
21
）

。
更
に
、
同
第

一
七
条
に
よ
り
、
第
四
節
（
第
一
五
条
～
第
一
七
条
）
の
規
定
に
つ
い
て
別
段
の
合
意
を
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
①
紛
争

発
生
後
に
な
さ
れ
た
と
き
、
②
合
意
が
、
消
費
者
に
対
し
本
節
に
よ
り
管
轄
が
認
め
ら
れ
る
裁
判
所
以
外
へ
の
提
訴
を
認
め
る
も
の
で
あ

る
と
き
、
③
同
一
構
成
国
内
に
住
所
又
は
常
居
所
を
有
す
る
消
費
者
と
相
手
方
と
の
合
意
で
あ
っ
て
、
且
つ
そ
の
国
の
裁
判
所
に
管
轄
を

認
め
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
の
み
容
認
さ
れ
る
た
め
、
消
費
者
は
自
身
の
住
所
国
の
裁
判
所
で
提
訴
す
る
権
利
を
奪
わ
れ
な
る
こ
と
な
く
、

裁
判
所
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
保
障
さ
れ
て
い
る

（
22
）

。
こ
れ
ら
の
規
定
に
つ
い
て
も
、
ほ
ぼ
修
正
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
Ｉ
ａ
規
則
に
受
け
継
が
れ

て
い
る
。

）
三
一
一
一
（



ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
Ｉ
ａ
規
則
に
お
け
る
消
費
者
保
護
規
定
と
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
論
（
中
村
）

二
三
九

一
方
、
Ｉ
ａ
規
則
で
は
、
裁
判
管
轄
に
関
す
る
規
定
に
つ
い
て
、
一
般
管
轄
を
定
め
た
Ｉ
規
則
第
四
条
⑴
の
文
言
に
若
干
の
修
正
が
施

さ
れ
た
も
の
の
、
Ｉ
規
則
の
諸
規
定
が
一
部
を
除
き
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
受
け
継
が
れ
、
Ｉ
規
則
第
一
五
条
か
ら
第
一
七
条
は
、
Ｉ
ａ
規
則
第

一
七
条
か
ら
第
一
九
条
と
し
て
再
配
置
さ
れ
て
い
る
。
修
正
さ
れ
た
点
は
、
一
部
の
管
轄
規
則
は
、
Ｉ
規
則
に
お
い
て
も
Ｅ
Ｕ
域
外
に
住

所
を
有
す
る
被
告
に
対
し
て
も
及
ぶ
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
の
範
囲
が
Ｉ
ａ
規
則
で
は
更
に
拡
大
さ
れ
た
こ
と
に
あ
る
。
つ
ま

り
、
Ｉ
規
則
で
は
、
そ
の
第
四
条
⑴
に
お
い
て
、
被
告
が
構
成
国
内
に
住
所
を
有
し
て
い
な
い
と
き
は
、
専
属
管
轄
（
第
二
二
条
）
と
合

意
管
轄
（
第
二
三
条
）
の
場
合
の
み
を
例
外
と
し
て
、
各
構
成
国
は
自
国
法
を
適
用
し
管
轄
を
判
断
で
き
る
と
定
め
ら
れ
て
い
た
。
修
正

さ
れ
た
Ｉ
ａ
規
則
第
六
条
⑴
に
お
い
て
は
、
そ
の
例
外
の
中
に
、
一
定
の
消
費
者
契
約
（
Ｉ
ａ
規
則
第
一
八
条
⑴
）
と
個
別
的
労
働
契
約

（
Ｉ
ａ
規
則
第
二
一
条
⑵
）
の
場
合
も
含
め
る
よ
う
に
修
正
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
Ｅ
Ｕ
域
内
に
居
住
す
る
消
費
者
の
契
約
紛
争
に
つ
い
て
、

各
構
成
国
は
自
国
法
を
適
用
し
て
管
轄
を
決
定
で
き
な
く
な
り
、
消
費
者
は
、
Ｉ
ａ
規
則
を
根
拠
に
相
手
方
事
業
者
の
所
在
地
を
問
わ
ず
、

つ
ま
り
、
そ
れ
が
Ｅ
Ｕ
構
成
国
以
外
で
あ
っ
て
も
、
自
身
の
住
所
地
の
裁
判
所
に
訴
え
を
提
起
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い

て
、
Ｉ
ａ
規
則
解
説
（R

ecital

）
⒁
は
、
被
告
の
住
所
と
は
関
係
な
く
新
規
則
が
適
用
さ
れ
る
よ
う
に
修
正
し
た
意
図
に
つ
い
て
、
消
費

者
等
の
弱
者
保
護
の
確
保
に
あ
る
旨
を
述
べ
て
い
る
。
特
に
、
Ｅ
Ｕ
域
内
の
ど
の
構
成
国
に
も
所
在
す
る
こ
と
な
く
容
易
に
Ｅ
Ｕ
域
内
を

標
的
と
し
て
事
業
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
電
子
商
取
引
に
お
い
て
は
、
こ
う
し
た
保
護
的
な
管
轄
規
則
を
Ｅ
Ｕ
域
外
の
事
業
者
に
拡

大
す
る
は
、
必
要
な
こ
と
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
て
い
る

（
23
）

。
し
か
し
、
Ｉ
ａ
規
則
は
、
Ｅ
Ｕ
域
外
の
第
三
国
に
所
在
す
る
事
業
者
が
Ｅ
Ｕ
消

費
者
を
Ｅ
Ｕ
域
外
で
提
訴
す
る
こ
と
、
及
び
Ｅ
Ｕ
構
成
国
が
Ｅ
Ｕ
域
外
の
第
三
国
の
消
費
者
に
対
し
て
管
轄
権
を
有
す
る
こ
と
ま
で
否
定

す
る
も
の
で
は
な
い

（
24
）

。
こ
の
よ
う
な
Ｉ
規
則
や
Ｉ
ａ
規
則
の
越
境
的
な
取
引
お
け
る
消
費
者
保
護
の
背
景
に
は
、
Ｔ
Ｆ
Ｅ
Ｕ

（
25
）

第
一
六
九
条

と
Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ｅ
Ｕ

（
26
）

第
三
八
条
に
規
定
さ
れ
る
Ｅ
Ｕ
の
基
本
政
策
と
し
て
の
消
費
者
保
護
の
重
要
性
の
主
張
が
あ
る
と
さ
れ
る

（
27
）

。

）
三
一
一
三
（



日
本
法
学

　第
八
十
八
巻
第
四
号
（
二
〇
二
三
年
二
月
）

二
四
〇

以
上
の
よ
う
に
Ｉ
規
則
を
受
け
継
い
だ
Ｉ
ａ
規
則
に
も
、
経
済
的
弱
者
で
あ
る
消
費
者
保
護
の
観
点
か
ら
、
消
費
者
契
約
の
裁
判
管
轄

に
関
す
る
消
費
者
保
護
規
定
が
置
か
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
Ｉ
規
則
第
一
五
条
⑴
⒞
を
受
け
継
い
だ
Ｉ
ａ
規
則
第
一
七
条
⑴
⒞
は
、
保

護
が
与
え
ら
れ
る
消
費
者
契
約
に
つ
い
て
、
事
業
者
が
そ
の
活
動
を
消
費
者
の
住
所
地
の
構
成
国
又
は
そ
の
構
成
国
を
含
む
複
数
国
に
向

け
て
行
っ
て
い
る
契
約
に
制
限
す
る
。
そ
こ
で
次
節
に
お
い
て
、
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
基
準
と
呼
ば
れ
る
こ
の
「
向
け
て
そ
の
活
動
を
行

う
（
28
）

」
要
件
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。

３
　
Ｉ
ａ
規
則
第
一
七
条
⑴
⒞
の
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
基
準

本
節
で
は
、
先
ず
Ｉ
ａ
規
則
第
一
七
条
⑴
を
概
説
し
、
そ
の
後
に
、
同
項
⒞
号
に
お
い
て
採
用
さ
れ
る
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
基
準

（targeting criterion

）
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

（
１
）　
Ｉ
ａ
規
則
第
一
七
条
⑴

Ｉ
ａ
規
則
第
一
七
条
⑴
は
、
そ
の
本
文
に
お
い
て
、「
消
費
者
に
よ
り
そ
の
取
引
又
は
専
門
の
活
動
と
は
関
係
な
い
と
み
な
し
う
る
用

途
の
た
め
に
締
結
さ
れ
た
契
約
事
件
の
管
轄
は
、
次
に
掲
げ
る
契
約
に
つ
い
て
は
、
本
節
（
＝
第
四
節
）
の
規
定
に
よ
る
。
但
し
、
第
六

条
及
び
第
七
条
第
五
号
の
適
用
を
妨
げ
な
い
」（
括
弧
内
を
加
筆
）
と
述
べ
た
上
で
、
第
四
節
の
規
定
の
適
用
が
優
先
さ
れ
る
場
合
と
し
て
、

動
産
の
割
賦
販
売
契
約
（
同
項
⒜
）、
動
産
の
購
入
を
目
的
と
す
る
分
割
弁
済
の
金
銭
消
費
貸
借
又
は
そ
の
他
の
信
用
貸
付
契
約
（
同
項
⒝
）

と
並
ん
で
、
同
項
⒞
に
お
い
て
、「
そ
の
他
の
場
合
に
お
い
て
、
消
費
者
が
住
所
を
有
す
る
構
成
国
に
お
い
て
商
業
的
若
し
く
は
専
門
的

な
活
動
を
行
う
者
、
又
は
そ
の
構
成
国
に
若
し
く
は
そ
の
構
成
国
を
含
む
複
数
の
国
『
に
向
け
て
』
そ
の
活
動
（directs such activities 

）
三
一
一
一
（



ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
Ｉ
ａ
規
則
に
お
け
る
消
費
者
保
護
規
定
と
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
論
（
中
村
）

二
四
一

to
）
を
行
う
者
に
よ
り
締
結
さ
れ
た
契
約
で
、
こ
の
活
動
の
枠
内
に
含
ま
れ
る
も
の
」（
二
重
括
弧
を
加
筆
）
を
掲
げ
る
。

消
費
者
事
件
の
裁
判
管
轄
に
つ
い
て
定
め
た
Ｉ
ａ
規
則
第
四
節
の
規
定
（
第
一
七
条
～
第
一
九
条
）
は
自
己
完
結
型
で
、
実
体
的
及
び
人

的
な
適
用
に
関
し
独
自
の
基
準
に
従
う
た
め
、
一
部
の
例
外
を
除
い
て
、
一
般
管
轄
を
定
め
る
第
四
条
、
特
別
管
轄
に
つ
い
て
の
第
七

条
・
第
八
条
及
び
合
意
管
轄
に
関
す
る
第
二
五
条
の
諸
規
定
の
適
用
は
排
除
さ
れ
る

（
29
）

。
ま
た
、
特
定
裁
判
所
の
専
属
管
轄
権
に
つ
い
て
定

め
た
第
二
四
条
は
、
第
四
節
の
規
定
に
優
先
す
る

（
30
）

。

Ｉ
ａ
規
則
の
消
費
者
保
護
規
則
は
、
第
一
七
条
⑴
に
よ
り
、
次
の
三
つ
要
件
、
即
ち
、
①
契
約
当
事
者
の
一
方
が
そ
の
取
引
又
は
専
門

の
活
動
と
は
関
係
な
い
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
状
況
で
活
動
し
て
い
る
消
費
者
で
あ
る
こ
と
、
②
そ
の
よ
う
な
消
費
者
と
職
業
上
の
活

動
と
し
て
活
動
す
る
者
と
の
間
の
契
約
が
実
際
に
締
結
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
③
そ
の
よ
う
な
契
約
が
第
一
七
条
⑴
⒜
か
ら
⒞
に
言
及
さ
れ

て
い
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
内
に
入
る
こ
と
が
満
た
さ
れ
た
場
合
の
み
適
用
さ
れ
る

（
31
）

。

消
費
者
の
概
念
に
つ
い
て
は
、
構
成
国
の
国
内
法
と
は
関
係
な
く
、
Ｉ
ａ
規
則
に
よ
り
独
立
し
て
解
釈
さ
れ

（
32
）

、
一
七
条
⑴
に
そ
の
定
義

づ
け
が
置
か
れ
て
、
そ
の
取
引
又
は
専
門
の
外
と
見
な
さ
れ
る
得
る
目
的
で
契
約
を
締
結
し
た
自
然
人
と
規
定
さ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の

概
念
は
、
同
条
が
第
四
条
の
一
般
管
轄
の
適
用
除
外
と
し
て
、
原
告
の
住
所
地
の
裁
判
所
に
例
外
的
に
管
轄
権
を
付
与
さ
れ
る
も
の
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
制
限
的
に
解
釈
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

（
33
）

。
こ
の
消
費
者
保
護
規
定
は
当
事
者
間
に
不
均
衡
が
あ
る
契
約
に
つ
い
て
適
用

さ
れ
る
た
め
、
契
約
相
手
方
も
消
費
者
で
あ
る
場
合
は
、
第
四
節
の
保
護
規
定
を
享
受
で
き
な
い

（
34
）

。
他
方
、
そ
の
契
約
の
相
手
方
当
事
者

と
な
り
得
る
者
に
つ
い
て
は
規
定
中
に
触
れ
ら
れ
て
い
な
い

（
35
）

。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
欧
州
司
法
裁
判
所
（
Ｃ
Ｊ
Ｅ
Ｕ
）
は
、K

am
en

ova

事
件

（
36
）

に
お
い
て
、「
事
業
者
」（trader

）
の
概
念
に
つ
い
て
扱
い
、D

irective 2005/29

（U
nfair C

om
m

ercial P
ractices D

irective

）
の

第
二
条
⒝
並
び
にD

irective 2011/83

（D
irective on C

onsum
er R

ights

）
の
第
二
条
⑵
に
置
か
れ
る
定
義
づ
け
か
ら
、
事
業
者
で
あ
る

）
三
一
一
一
（
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八
十
八
巻
第
四
号
（
二
〇
二
三
年
二
月
）

二
四
二

た
め
に
は
、
自
身
の
取
引
、
ビ
ジ
ネ
ス
、
工
芸
若
し
く
は
職
業
に
関
す
る
目
的
の
た
め
に
、
又
は
事
業
者
の
名
前
若
し
く
は
代
理
と
し
て

活
動
す
る
必
要
が
あ
る
と
述
べ
る
。
ま
た
、
商
業
的
活
動
若
し
く
は
取
引
活
動
に
従
事
し
て
い
な
い
個
人
を
指
し
、
正
反
対
に
置
か
れ
る

「
消
費
者
」（consum

er

）
の
概
念
に
関
連
し
て
事
業
者
の
概
念
は
決
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
。
そ
の
上
で
、
契
約
関
係
が
自

身
の
取
引
、
ビ
ジ
ネ
ス
又
は
職
業
の
過
程
で
提
供
す
る
活
動
の
中
に
あ
る
か
否
か
の
決
定
を
要
求
す
る
機
能
的
概
念
で
あ
る
と
す
る

（
37
）

。

Ｉ
ａ
規
則
は
ま
た
、
保
護
規
定
を
享
受
す
る
に
は
、
契
約
が
第
一
七
条
⑴
⒜
か
ら
⒞
に
言
及
さ
れ
て
い
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
内
に
入
る
こ
と

も
要
求
す
る
が
、
動
産
の
割
賦
販
売
契
約
（
⒜
号
）
と
動
産
購
入
融
資
目
的
と
す
る
割
賦
弁
済
の
金
融
消
費
貸
借
そ
の
他
の
信
用
貸
付

（
⒝
号
）
に
つ
い
て
は
、
事
業
者
が
消
費
者
の
住
所
を
標
的
に
し
て
い
た
か
否
か
は
関
係
な
く
、
常
に
、
保
護
的
管
轄
規
則
が
適
用
さ
れ

る
。
し
か
し
、
そ
の
保
護
は
、
消
費
者
信
用
の
授
与
が
「
動
産
購
入
」（sale of goods

）
に
関
し
て
の
み
提
供
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
要
し
、

サ
ー
ビ
ス
又
は
動
産
で
な
い
何
か
を
購
入
す
る
た
め
に
信
用
が
授
与
さ
れ
る
場
合
は
、
⒜
号
と
⒝
号
は
適
用
さ
れ
な
い

（
38
）

。
そ
の
た
め
、

「
動
産
購
入
」
と
は
何
を
指
す
の
か
が
、
特
に
電
子
商
取
引
に
お
い
て
は
、
デ
ジ
タ
ル
製
品
の
購
入
が
動
産
の
購
入
に
該
当
す
る
の
か
否

か
が
問
題
と
な
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
構
成
国
の
国
内
法
を
参
照
す
る
の
で
は
な
く
、
Ｅ
Ｕ
規
則
に
含
ま
れ
る
用
語
と
し
て
自
律
的
に

解
釈
さ
れ
る
べ
き
と
し
、
消
費
者
権
利
に
関
す
る
Ｅ
Ｕ
指
令

（
39
）

の
第
二
条
⑶
の
「
動
産
」（goods

）
の
定
義
やC

ar T
rim

事
件

（
40
）

な
ど
を
検

討
し
た
上
で
、
一
般
的
な
及
び
特
別
注
文
の
双
方
を
含
め
て
物
質
を
媒
体
と
し
て
購
入
さ
れ
る
デ
ジ
タ
ル
・
コ
ン
テ
ン
ツ
に
関
す
る
契
約

は
⒜
号
と
⒝
号
に
お
け
る
「
動
産
購
入
」
に
含
ま
れ
る
が
、
無
形
の
デ
ジ
タ
ル
の
購
入
に
関
す
る
契
約
は
そ
れ
ら
か
ら
排
除
さ
れ
る
べ
き

と
し
た
指
摘
が
あ
る

（
41
）

。

）
三
一
一
一
（



ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
Ｉ
ａ
規
則
に
お
け
る
消
費
者
保
護
規
定
と
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
論
（
中
村
）

二
四
三

（
２
）　
第
一
七
条
⑴
⒞
に
お
け
る
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
基
準

Ｉ
ａ
規
則
第
一
七
条
⑴
⒞
は
、「
そ
の
他
の
場
合
に
お
い
て
」（in all other cases

）
と
述
べ
、
特
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
て
締
結

さ
れ
る
電
子
消
費
者
契
約
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
保
護
の
範
囲
を
同
条
⑴
⒜
及
び
⒝
に
お
い
て
カ
バ
ー
さ
れ
る
契
約
以
外
の
あ
ら
ゆ
る

取
引
に
拡
大
す
る
よ
う
意
図
さ
れ
て
い
る

（
42
）

。
⒞
号
は
ま
た
、
契
約
が
締
結
さ
れ
る
方
法
に
つ
い
て
、
①
事
業
者
が
消
費
者
の
住
所
で
商
業

的
又
は
専
門
的
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
か
、
②
事
業
者
が
そ
の
商
業
的
又
は
専
門
的
な
活
動
を
消
費
者
の
住
所
地
の
構
成
国
又
は
そ
の
構

成
国
を
含
む
複
数
国
に
向
け
て
い
る
場
合
で
、
且
つ
契
約
が
事
業
者
の
活
動
の
範
囲
内
で
締
結
さ
れ
て
い
る
必
要
が
あ
る
と
定
め
る
。

①
の
要
件
は
、
事
業
者
が
そ
の
活
動
を
消
費
者
の
住
所
の
あ
る
構
成
国
で
「
行
う
」（purses

…in

）
こ
と
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
が
、

電
子
商
取
引
に
は
適
合
し
な
い
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
は
、
事
業
者
が
標
的
と
し
た
構
成
国
内
で
物

理
的
に
活
動
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
物
理
的
な
所
在
（physical presence

）
が
要
求
さ
れ
た

も
の
と
解
す
る
と
、
電
子
商
取
引
事
業
に
お
い
て
そ
れ
は
、
事
業
者
の
本
社
所
在
地
若
し
く
は
管
理
業
務
地
か
、
又
は
ウ
ェ
ブ
・
サ
イ
ト

が
置
か
れ
て
い
る
サ
ー
バ
ー
の
所
在
地
と
考
え
ら
れ
る
が
、
電
子
事
業
者
は
、
そ
れ
ら
が
所
在
す
る
国
の
み
を
標
的
に
し
て
継
続
的
又
は

体
系
的
な
取
引
を
行
う
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
以
外
の
国
に
向
け
て
行
う
場
合
も
あ
る
。
従
っ
て
、
電
子
商
取
引
の
発
展
の
た
め
に
は
、
物

理
的
な
所
在
の
要
件
は
回
避
さ
れ
る
べ
き
で
、
む
し
ろ
、
事
業
者
又
は
代
理
人
の
形
式
的
な
所
在
や
場
所
で
は
な
く
、
事
業
活
動
の
性
質

と
実
体
が
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と

（
43
）

。

②
の
事
業
者
が
そ
の
活
動
を
消
費
者
の
住
所
地
国
「
に
向
け
て
」（direct

…to

）
い
る
こ
と
を
求
め
る
要
件
は
、
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
基

準
（targeting criterion

）
と
か
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
・
テ
ス
ト
（targeting test
）
と
呼
ば
れ
る

（
44
）

。
こ
れ
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
締
結
さ

れ
る
消
費
者
契
約
を
考
慮
し
た
要
件
で
あ
る
と
さ
れ
、‘by any m

eans ’

の
語
句
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

）
三
一
一
一
（
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二
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二
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二
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二
四
四

含
め
、
ど
の
よ
う
な
手
段
を
用
い
た
も
の
で
あ
れ
、
事
業
者
が
そ
の
活
動
を
消
費
者
の
住
所
地
国
を
含
む
複
数
国
に
向
け
て
い
る
場
合
で

あ
る
こ
と
を
要
求
す
る

（
45
）

。
Ｉ
規
則
以
前
の
一
九
六
八
年
の
条
約
を
修
正
し
た
一
九
七
八
年
の
加
盟
条
約
は
、
そ
の
第
一
三
条
⑴
⒜
及
び
⒝

に
お
い
て
、
消
費
者
保
護
規
定
の
適
用
の
要
件
と
し
て
、
契
約
締
結
に
先
立
っ
て
消
費
者
の
住
所
地
国
で
特
別
な
誘
因
（invitation

）
又

は
広
告
（advertising

）
が
行
わ
れ
、
且
つ
消
費
者
が
そ
の
住
所
地
国
で
契
約
の
締
結
に
必
要
な
ス
テ
ッ
プ
を
取
っ
て
い
る
こ
と
を
要
求

し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
要
件
は
、
消
費
者
の
住
所
地
国
に
管
轄
を
容
認
す
る
た
め
要
件
と
し
て
、
そ
の
国
と
当
該
訴
訟
と
の
地
理
的
な
結

び
付
き
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
仮
想
環
境
（virtual environm

ent

）
で
行
わ
れ
る
個
人
の
契
約
上
の
行
為

を
特
定
の
地
理
的
な
場
所
に
結
び
付
け
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
電
子
商
取
引
に
お
い
て
は
、
よ
り
柔
軟
な
基
準
を
採
用
す
る
必
要
性
が
生

じ
た
と
さ
れ
る

（
46
）

。

被
告
が
そ
の
活
動
を
「
に
向
け
て
い
る
」
と
い
う
表
現
は
、
Ｉ
ａ
規
則
第
一
七
条
⑴
⒞
の
前
身
の
Ｉ
規
則
第
一
五
条
⑴
⒞
が
成
立
す
る

以
前
か
ら
既
に
見
ら
れ
て
い
た
。
二
〇
〇
五
年
に
ハ
ー
グ
国
際
私
法
会
議
に
お
い
て
採
択
さ
れ
た
「
管
轄
合
意
に
関
す
る
条
約
」
の
成
立

過
程
で
一
九
九
九
年
に
提
案
さ
れ
た
条
約
草
案
の
第
七
条
⑴
⒜
に
、
消
費
者
の
常
居
所
地
国
の
管
轄
を
容
認
す
る
要
件
と
し
て
、
被
告
の

活
動
が
消
費
者
の
常
居
所
地
国
に
「
向
け
ら
れ
た
」
こ
と
を
要
件
と
す
る
旨
の
表
現
が
あ
り
、
Ｉ
規
則
第
一
五
条
⑴
⒞
の
文
言
へ
の
影
響

が
少
な
か
ら
ず
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
同
草
案
が
こ
の
よ
う
な
表
現
を
用
い
た
の
は
、
消
費
者
に
到
達
可
能
な
広
告
手
段
は
、
伝
統

的
な
手
段
の
み
に
限
ら
れ
ず
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
行
わ
れ
る
広
告
が
契
約
の
申
込
に
至
る
よ
う
に
、
電
子
的
手
段
を
介
し
事
業
者
が

そ
の
活
動
を
向
け
て
い
る
場
合
に
つ
い
て
も
念
頭
に
置
か
れ
て
い
た
と
さ
れ
る

（
47
）

。

Ｉ
ａ
規
則
中
に
、
消
費
者
の
住
所
地
国
「
に
向
け
ら
れ
た
」
活
動
を
定
義
づ
け
る
規
定
は
な
い
。
し
か
し
、
契
約
債
務
の
準
拠
法
に
関

す
る
ロ
ー
マ
Ｉ
規
則

（
48
）

の
解
説
�
が
、
同
規
則
と
裁
判
管
轄
に
関
す
る
Ｉ
規
則
の
概
念
は
調
和
的
に
解
釈
さ
れ
る
べ
き
こ
と
を
指
摘
す
る
な

）
三
一
一
一
（



ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
Ｉ
ａ
規
則
に
お
け
る
消
費
者
保
護
規
定
と
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
論
（
中
村
）

二
四
五

か
で
、
Ｉ
規
則
第
一
五
条
に
関
す
る
理
事
会
と
委
員
会
に
よ
る
共
同
宣
言

（
49
）

が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
サ
イ
ト
が
単
に
ア
ク
セ
ス
可
能
で
あ

る
と
い
う
事
実
は
、
Ｉ
規
則
第
一
五
条
（
Ｉ
ａ
規
則
第
一
七
条
）
の
保
護
が
適
用
さ
れ
る
に
は
不
充
分
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
点
は
参
考
に

な
る
。
そ
の
た
め
、
事
業
者
の
ど
の
よ
う
な
活
動
が
消
費
者
の
住
所
地
国
「
に
向
け
ら
れ
た
」
も
の
か
の
決
定
が
必
要
と
な
る
が
、
そ
れ

に
つ
い
て
論
じ
た
Ｃ
Ｊ
Ｅ
Ｕ
の
判
決
と
学
説
を
次
章
に
お
い
て
紹
介
し
た
い
。

第
三
章

　
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
基
準
に
関
す
る
判
例
・
学
説

本
章
で
は
、
Ｉ
ａ
規
則
第
一
七
条
⑴
⒞
の
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
基
準
に
つ
い
て
、
Ｉ
規
則
第
一
五
条
⑴
⒞
の
適
用
時
に
下
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
が
、
そ
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
ケ
ー
ス
と
も
い
え
る
Ｃ
Ｊ
Ｅ
Ｕ
のP

am
m

re

事
件

（
50
）

と
主
要
な
学
説
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

１
　P

am
m

er

事
件

Ｃ
Ｊ
Ｅ
Ｕ
は
、P

am
m

er

事
件
に
お
い
て
、
Ｉ
規
則
第
一
五
条
⑴
⒞
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。「
そ
の
活
動
を
…
に
向
け

て
」（directs such activities to

）
の
表
現
が
、
複
数
構
成
国
に
向
け
て
活
動
を
行
う
事
業
者
の
意
図
を
述
べ
て
い
る
の
か
、
又
は
単
に

事
実
上
そ
れ
ら
の
構
成
国
に
向
け
ら
れ
た
活
動
を
指
す
の
か
は
、
Ｉ
規
則
第
一
五
条
⑴
⒞
か
ら
は
明
確
で
な
い
。
従
っ
て
、
複
数
構
成
国

を
標
的
に
す
る
事
業
者
の
意
図
の
有
無
が
要
求
さ
れ
る
の
か
、
ま
た
そ
う
で
あ
れ
ば
、
そ
の
意
図
は
ど
の
よ
う
な
形
で
現
れ
る
か
が
問
わ

れ
る
。
そ
の
意
図
は
、
消
費
者
の
住
所
地
国
へ
の
新
聞
・
テ
レ
ビ
な
ど
の
伝
統
的
手
段
を
介
し
て
行
わ
れ
た
広
告
や
カ
タ
ロ
グ
の
直
接
的

な
送
付
を
含
む
あ
ら
ゆ
る
形
式
の
広
告
方
法
の
中
に
現
れ
て
お
り
、
そ
こ
で
は
当
該
構
成
国
内
で
自
己
の
名
を
知
ら
し
め
る
た
め
の
費
用

の
支
出
と
い
う
事
実
が
、
事
業
者
の
構
成
国
に
向
け
る
意
図
の
存
在
を
証
明
す
る
と
（paras. 63-67

）。

）
三
一
一
一
（
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本
法
学

　第
八
十
八
巻
第
四
号
（
二
〇
二
三
年
二
月
）

二
四
六

し
か
し
、
追
加
的
な
費
用
の
支
出
を
伴
わ
な
い
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
広
告
の
場
合
、
そ
の
よ
う
な
意
図
が
事
業
者
に
常
に
存
在
す
る
と
は

限
ら
ず
、
領
域
外
の
消
費
者
を
標
的
に
す
る
事
業
者
の
意
図
の
有
無
と
は
無
関
係
に
、
世
界
中
の
あ
ら
ゆ
る
国
か
ら
ウ
ェ
ブ
・
サ
イ
ト
へ

の
ア
ク
セ
ス
が
可
能
で
あ
る
。
だ
が
そ
れ
は
、「
そ
の
活
動
を
…
に
向
け
て
」
行
う
と
い
う
表
現
が
、
ウ
ェ
ブ
・
サ
イ
ト
が
構
成
国
か
ら

単
に
ア
ク
セ
ス
可
能
で
あ
る
こ
と
に
結
び
付
け
て
解
釈
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
そ
の
こ
と
は
、
Ｅ
Ｕ
立
法
者
が
ウ
ェ

ブ
・
サ
イ
ト
の
単
な
る
存
在
と
規
定
せ
ず
、
他
の
構
成
国
「
に
向
け
ら
れ
た
」
活
動
と
規
定
し
て
い
る
こ
と
、
及
び
構
成
国
内
か
ら
ア
ク

セ
ス
可
能
な
電
子
的
手
段
に
よ
る
動
産
又
は
サ
ー
ビ
ス
の
販
売
が
活
動
を
構
成
国
「
に
向
け
て
」
を
構
成
す
る
旨
の
説
明
を
Ｉ
規
則
の
解

説
中
に
挿
入
す
る
よ
う
求
め
た
委
員
会
か
ら
の
提
案
を
Ｅ
Ｕ
立
法
者
が
拒
否
し
た
こ
と
よ
り
明
白
で
あ
る
。
こ
の
解
釈
は
ま
た
、
ウ
ェ

ブ
・
サ
イ
ト
へ
の
単
な
る
ア
ク
セ
ス
可
能
性
は
Ｉ
規
則
第
一
五
条
⑴
⒞
の
適
用
に
は
充
分
で
な
い
と
し
た
、
Ｉ
規
則
採
択
時
の
理
事
会
と

委
員
会
と
の
共
同
宣
言
に
よ
っ
て
も
裏
付
け
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
第
一
五
条
⑴
⒞
の
適
用
に
は
、
事
業
者
が
消
費
者
の
住
所
地
国
を
含
む

複
数
構
成
国
で
消
費
者
と
契
約
を
締
結
す
る
意
図
が
あ
る
と
い
う
意
味
で
取
引
の
実
行
を
考
え
て
い
た
こ
と
を
証
明
す
る
証
拠
に
は
何
が

あ
る
か
に
つ
い
て
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
（paras. 68-75

）。

そ
う
し
た
証
拠
に
は
、
ウ
ェ
ブ
・
サ
イ
ト
上
の
事
業
者
の
電
子
メ
ー
ル
・
ア
ド
レ
ス
、
地
理
上
の
住
所
、
国
際
コ
ー
ド
の
な
い
電
話
番

号
と
い
っ
た
情
報
は
含
ま
れ
な
い
。
そ
れ
ら
は
、
事
業
者
が
そ
の
所
在
地
国
内
の
消
費
者
と
契
約
を
締
結
す
る
た
め
に
も
必
要
で
あ
り
、

事
業
者
が
そ
の
活
動
を
複
数
構
成
国
に
向
け
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
提
供
さ
れ
る
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て
、
電
子
商
取
引
指
令

（
51
）

第
五
条
⑴
⒞
が
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
に
対
し
、
そ
の
享
受
者
と
の
契
約
締
結
前
に
、
享
受
者
に
電
子

メ
ー
ル
・
ア
ド
レ
ス
な
ど
の
通
信
可
能
な
情
報
の
提
供
を
義
務
づ
け
る
た
め
、
事
業
者
は
、
そ
の
活
動
を
自
身
の
所
在
地
の
み
に
向
け
る

場
合
で
も
、
そ
れ
ら
の
情
報
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て
、
事
業
者
の
サ
イ
ト
を
、
そ
の
サ
イ
ト
を
通
じ
て
オ
ン
ラ
イ
ン
上

）
三
一
一
一
（



ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
Ｉ
ａ
規
則
に
お
け
る
消
費
者
保
護
規
定
と
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
論
（
中
村
）

二
四
七

で
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
双
方
向
的
な
（interactive

）
サ
イ
ト
か
又
は
そ
の
可
能
性
を
提
供
し
て
い
な
い
サ
イ
ト
か
に
区

分
し
、
前
者
の
み
を
他
の
構
成
国
に
活
動
を
向
け
て
い
る
と
解
す
る
方
法
は
、
決
定
的
な
も
の
と
は
い
え
な
い
。
事
業
者
は
、
そ
の
所
在

地
国
以
外
に
住
所
を
有
す
る
消
費
者
と
の
取
引
を
意
図
し
て
い
た
か
否
か
と
は
関
係
な
く
、
連
絡
先
の
詳
細
を
載
せ
る
か
ら
で
あ
る

（paras. 76-79
）。

活
動
が
向
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
立
証
す
る
証
拠
の
中
に
、
消
費
者
を
勧
誘
す
る
意
図
の
明
白
な
現
れ
の
全
て
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な

事
業
者
の
意
図
の
表
明
に
は
、
国
名
を
示
し
た
動
産
又
は
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
申
出
、
構
成
国
内
の
消
費
者
へ
の
ア
ク
セ
ス
促
進
の
た
め

の
検
索
エ
ン
ジ
ン
の
オ
ペ
レ
ー
タ
へ
の
閲
覧
サ
ー
ビ
ス
関
連
費
用
の
支
出
な
ど
が
あ
る
。
し
か
し
、
明
白
な
証
拠
が
存
在
す
る
場
合
に
限

ら
れ
ず
、
別
の
証
拠
と
結
び
付
い
て
、
消
費
者
の
住
所
地
の
構
成
国
に
向
け
た
活
動
の
存
在
を
証
明
で
き
る
も
の
も
あ
る
。
例
え
ば
、
特

定
の
観
光
旅
行
の
よ
う
な
活
動
の
国
際
的
性
質
、
国
際
番
号
コ
ー
ド
付
の
電
話
番
号
、
事
業
者
の
事
業
所
の
構
成
国
以
外
の
国
の
ト
ッ
プ

レ
ベ
ル
・
ド
メ
イ
ン
名
、
又
は‘.com
’

若
し
く
は‘.eu ’

の
よ
う
な
中
立
的
な
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
・
ド
メ
イ
ン
名
の
使
用
、
及
び
複
数
の
構
成

諸
国
か
ら
サ
ー
ビ
ス
提
供
地
へ
の
旅
程
の
説
明
や
様
々
な
構
成
国
内
に
顧
客
を
有
す
る
旨
の
言
及
で
あ
る
。
使
用
さ
れ
た
言
語
・
通
貨
は
、

事
業
者
が
活
動
す
る
構
成
国
内
で
そ
れ
ら
が
広
く
使
用
さ
れ
る
場
合
、
事
業
者
が
そ
の
活
動
を
複
数
構
成
国
に
向
け
て
い
る
か
否
か
の
決

定
要
因
と
は
な
ら
な
い
が
、
サ
イ
ト
上
で
異
な
る
言
語
・
通
貨
の
使
用
を
消
費
者
に
認
め
る
場
合
は
、
事
業
者
の
活
動
が
他
の
構
成
諸
国

に
向
け
ら
れ
て
い
と
結
論
づ
け
る
こ
と
が
可
能
な
証
拠
と
な
り
得
る
（paras. 80-84

）。

P
am

m
er

事
件
の
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
基
準
に
関
す
る
こ
の
よ
う
な
判
断
に
つ
い
て
は
、
批
判
は
あ
る
も
の
の

（
52
）

、
学
説
に
も
大
き
な
影

響
を
与
え
、
様
々
な
文
献
に
お
い
て
引
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
次
に
、
同
事
件
以
降
に
公
表
さ
れ
た
も
の
を
中
心
に
若
干
の
学

説
を
紹
介
し
た
い
。

）
三
一
一
一
（
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本
法
学

　第
八
十
八
巻
第
四
号
（
二
〇
二
三
年
二
月
）

二
四
八

２
　
学
説

A
sensio

は
、
Ｉ
ａ
規
則
第
一
七
条
⑴
⒞
の
消
費
者
の
住
所
地
国
「
に
向
け
ら
れ
た
」
活
動
の
解
釈
に
つ
い
て
、P

am
m

er

判
決
と
同

様
に
、
契
約
締
結
前
に
消
費
者
の
住
所
地
国
内
の
消
費
者
と
取
引
を
行
う
事
業
者
の
意
図
を
証
明
す
る
証
拠
が
重
要
で
あ
り
、
事
業
者
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
コ
ン
テ
ン
ツ
と
そ
の
設
定
、
及
び
そ
の
全
体
的
な
活
動
に
注
意
を
向
け
る
必
要
が
あ
る
と
す
る

（
53
）

。
ま
た
、
こ
れ
も
同

判
決
と
同
様
に
、
電
子
的
契
約
の
締
結
を
可
能
に
す
る
サ
イ
ト
と
い
う
意
味
で
能
動
的
な
（active

）
サ
イ
ト
と
受
動
的
な
（passive

）
サ

イ
ト
の
区
分
は
、
決
定
的
で
な
い
と
す
る
。
そ
の
根
拠
と
し
て
、
双
方
向
型
（interactive

）
で
は
な
い
サ
イ
ト
も
、
他
の
手
段
で
ビ
ジ
ネ

ス
を
行
い
、
消
費
者
と
の
契
約
の
締
結
を
促
進
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
、
別
の
Ｃ
Ｊ
Ｅ
Ｕ
判
決

（
54
）

に
お
い
て
も
ま
た
、

特
別
保
護
規
則
の
適
用
に
消
費
者
と
事
業
者
間
の
契
約
に
つ
い
て
隔
地
的
に
締
結
さ
れ
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
て
い
な
い
と
す
る

（
55
）

。
更
に
、

E
m

rek

事
件
判
決

（
56
）

に
よ
り
、
消
費
者
保
護
の
特
別
規
定
の
適
用
に
は
、
事
業
者
の
商
業
的
又
は
専
門
的
な
活
動
を
消
費
者
の
住
所
地
の

構
成
国
に
向
け
る
た
め
に
採
用
さ
れ
た
手
段
と
締
結
さ
れ
た
消
費
者
契
約
と
の
間
に
因
果
関
係
の
存
在
は
要
求
さ
れ
な
い
も
の
の
、
そ
の

存
在
は
、
実
際
に
消
費
者
の
住
所
地
国
に
活
動
が
向
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
の
強
い
証
拠
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
と
判
示
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
指
摘
す
る

（
57
）

。
そ
の
上
でA

sensio

は
、
そ
の
証
拠
の
可
能
性
が
あ
る
も
の
に
つ
い
て
、P

am
m

er

判
決
に
よ
る
例
示
列
挙
に
従
い
、

上
記
の
、
国
名
を
示
し
た
動
産
・
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
申
出
の
よ
う
な
明
白
な
証
拠
の
み
な
ら
ず
、
活
動
の
国
際
的
性
質
、
事
業
所
所
在

地
国
以
外
の
国
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
・
ド
メ
イ
ン
名
な
ど
、
別
の
証
拠
と
結
合
し
て
消
費
者
の
住
所
地
国
に
向
け
ら
れ
た
活
動
と
決
定
で
き

る
関
連
要
因
を
挙
げ
る

（
58
）

。

A
sensio

は
ま
た
、
別
の
Ｃ
Ｊ
Ｅ
Ｕ
判
決

（
59
）

が
、
消
費
者
と
事
業
者
と
の
間
の
契
約
で
、
契
約
自
体
は
消
費
者
の
住
所
地
の
構
成
国
に
向

け
ら
れ
た
活
動
の
範
囲
内
に
入
ら
な
い
が
、
そ
の
契
約
が
同
一
当
事
者
間
で
事
前
に
締
結
さ
れ
て
い
た
契
約
と
密
接
に
関
連
す
る
場
合
、

）
三
一
一
一
（



ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
Ｉ
ａ
規
則
に
お
け
る
消
費
者
保
護
規
定
と
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
論
（
中
村
）

二
四
九

Ｉ
ａ
規
則
第
一
七
条
⑴
⒞
が
適
用
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
判
示
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
、
関
連
す
る
契
約
が
向
け
ら
れ
た
活
動
の
範

囲
内
に
入
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
す
る
。
同
判
決
に
よ
れ
ば
、
そ
の
場
合
の
先
の
契
約
と
後
の
契
約
と
の
結
び
付
き
の
有
無
の
判
断
要

因
は
、
両
契
約
の
当
事
者
が
法
律
上
又
は
事
実
上
同
一
で
あ
る
こ
と
、
両
契
約
が
同
一
の
特
定
内
容
に
関
連
し
且
つ
同
一
の
経
済
的
目
的

を
有
す
る
こ
と
、
及
び
後
の
契
約
が
先
の
契
約
の
経
済
的
目
的
の
達
成
す
る
た
め
に
最
初
の
契
約
を
補
完
す
る
こ
と
で
あ
る
と
さ
れ
て
い

た
（
60
）

。消
費
者
が
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
（platform

 M
arket

）
又
は
オ
ン
ラ
イ
ン
仲
裁
サ
ー
ビ
ス
を
介
し
て
契
約
を
締
結
す
る

場
合
つ
い
て
は
、
事
業
者
が
そ
の
活
動
を
消
費
者
の
常
居
所
地
国
に
向
け
て
い
る
か
否
か
の
評
価
は
、
原
則
と
し
て
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
自
体
に
関
す
る
評
価
と
は
区
別
さ
れ
る
が
、
そ
の
活
動
を
特
定
の
国
に
向
け
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
介
し
て
製
品
を
市
場
に
流
通
さ

せ
た
と
き
は
、
そ
の
商
用
利
用
者
も
ま
た
、
同
国
の
消
費
者
に
そ
の
活
動
を
向
け
て
い
る
証
拠
と
な
る
とA

sensio

は
述
べ
る

（
61
）

。
更
に
、

ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
体
制
と
ロ
ー
マ
Ｉ
規
則
の
消
費
者
保
護
的
制
度
は
、
実
際
に
締
結
さ
れ
て
い
る
契
約
の
み
に
適
用
さ
れ
る
が
、
Ｃ
Ｊ
Ｅ
Ｕ

の
判
例

（
62
）

が
、
隔
地
的
な
動
産
又
は
サ
ー
ビ
ス
の
予
約
や
隔
地
的
な
消
費
者
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
、
契
約
が
消
費
者
の
住
所
地
国
に
向
け

ら
れ
た
商
業
的
活
動
と
結
び
付
い
て
い
る
こ
と
の
徴
候
で
あ
る
と
判
断
し
た
こ
と
に
注
目
し
て
、
ユ
ー
ザ
の
位
置
情
報
を
扱
う
技
術
で
あ

る
ジ
オ
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ツ
ー
ル
（geolocation tool

）
の
進
行
す
る
発
展
と
そ
の
利
用
可
能
性
は
、
事
業
者
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
存
在

と
そ
の
全
体
的
な
活
動
を
評
価
す
る
場
合
に
、
非
常
に
重
要
で
あ
る
と
指
摘
す
る

（
63
）

。

次
に
、T
ang

は
、
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
基
準
に
関
し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る

（
64
）

。「
向
け
る
」（direct 

… to

）
の
要
件
は
よ
り
柔
軟
且
つ
不

確
定
で
あ
り
、
特
定
の
国
家
と
そ
れ
程
強
く
結
び
つ
い
て
い
な
い
広
範
な
商
業
的
活
動
の
カ
バ
ー
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
が
、
事
業
者

の
活
動
は
、
散
発
的
且
つ
偶
然
で
あ
る
可
能
性
が
あ
り
、
ま
た
事
業
者
に
よ
る
事
前
の
準
備
と
は
無
関
係
に
生
じ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
得

）
三
一
一
三
（



日
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　第
八
十
八
巻
第
四
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（
二
〇
二
三
年
二
月
）

二
五
〇

る
。
従
っ
て
、
そ
の
表
現
の
正
確
な
意
味
つ
い
て
の
公
式
解
釈
が
な
い
ま
ま
で
、
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
な
く
、
規
定
が
置
か
れ
た
目
的
に

沿
っ
て
解
釈
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
指
摘
す
る
。
そ
の
上
で
、「
向
け
る
」
の
要
件
に
つ
い
て
、
ウ
ェ
ブ
・
サ
イ
ト
取
引
（W

ebsite 

T
rading

）、
電
子
メ
ー
ル
取
引
（E

m
ail T

rading

）
及
び
電
子
メ
ー
ル
と
ウ
ェ
ブ
・
サ
イ
ト
を
組
み
合
さ
せ
た
取
引
（C

om
bination of 

E
m

ail and W
ebsite T

rading

）
に
区
分
し
検
討
を
行
う
。
後
者
の
二
つ
の
取
引
に
つ
い
てT

ang

は
、
前
者
の
取
引
の
理
論
を
用
い
る
こ

と
が
可
能
で
あ
る
と
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
は
、
前
者
の
ウ
ェ
ブ
・
サ
イ
ト
取
引
に
つ
い
て
の
み
紹
介
す
る
。

ウ
ェ
ブ
・
サ
イ
ト
取
引
は
、
電
子
商
取
引
の
最
も
普
遍
的
且
つ
一
般
的
な
タ
イ
プ
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
事
業
者
と
消
費
者
と
の
通
信
は
、

複
数
目
的
を
有
す
る
サ
イ
ト
を
通
じ
て
達
成
さ
れ
る
。
事
業
者
は
、
純
粋
に
広
告
目
的
の
サ
イ
ト
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
潜
在
的

な
消
費
者
と
の
直
接
的
な
通
信
の
た
め
に
双
方
向
的
サ
イ
ト
、
注
文
の
受
け
入
れ
サ
イ
ト
、
及
び
商
業
的
取
引
の
全
手
続
き
を
自
動
的
に

行
う
ウ
ェ
ブ
・
サ
イ
ト
に
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
サ
イ
ト
は
、
そ
の
設
置
が
容
易
且
つ
安
価
で
、
い
つ
で
も
・
ど
こ
か
ら
で
も
、
ま

た
誰
で
も
が
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
可
能
な
、
強
力
な
商
業
的
装
置
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
事
業
者
が
ウ
ェ
ブ
・
サ
イ
ト

取
引
に
お
い
て
そ
の
商
業
的
活
動
を
消
費
者
の
住
所
地
に
向
け
て
い
る
か
否
か
の
決
定
は
困
難
で
あ
る
も
の
の
、
そ
の
問
題
の
解
決
策
を

提
供
す
る
可
能
性
の
あ
る
五
つ
の
理
論
が
あ
る
。
そ
こ
で
次
に
、
そ
れ
ら
の
理
論
と
、
そ
れ
ら
を
併
用
す
る
考
え
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

①
　
ア
ク
セ
ス
可
能
性
（A

ccessibility

）：
消
費
者
が
そ
の
住
所
地
内
で
商
業
的
ウ
ェ
ブ
・
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
場
合
、
そ
の

運
営
事
業
者
は
、
そ
の
活
動
を
消
費
者
の
住
所
地
国
に
向
け
て
い
る
と
考
え
る
も
の
で
あ
る

（
65
）

。
こ
の
立
場
は
、
特
に
消
費
者
保
護
を
目
的

に
置
く
も
の
で
あ
る
が
、
ウ
ェ
ブ
・
サ
イ
ト
は
、
通
常
、
世
界
中
の
ど
こ
か
ら
で
も
ア
ク
セ
ス
可
能
で
あ
る
た
め
、
合
理
的
な
考
え
と
見

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
立
場
は
、
潜
在
的
に
、
電
子
事
業
者
を
全
て
の
構
成
諸
国
の
裁
判
管
轄
に
従
わ
せ
、
電
子
商
取
引
の
発
展
を

損
な
う
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
こ
の
解
釈
は
、
上
記
の
Ｉ
規
則
第
一
五
条
に
関
す
る
理
事
会
と
委
員
会
に
よ
る
共
同
宣
言
や

）
三
一
一
一
（



ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
Ｉ
ａ
規
則
に
お
け
る
消
費
者
保
護
規
定
と
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
論
（
中
村
）

二
五
一

P
am

m
er

事
件
な
ど
に
よ
っ
て
も
否
定
さ
れ
て
い
る

（
66
）

。

②
　
収
益
性
（P

rofitability

）：
事
業
者
が
消
費
者
の
住
所
地
で
収
益
を
得
て
い
る
場
合
、
そ
の
活
動
を
そ
の
地
の
国
に
向
け
て
い
る

と
考
え
る
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。
事
業
者
が
あ
る
法
域
を
標
的
と
す
る
意
図
が
な
い
場
合
で
も
、
契
約
締
結
の
結
果
、
事
業
者
は
契
約
か

ら
収
益
や
恩
恵
を
得
て
い
る
た
め
、
事
業
者
が
そ
の
国
家
の
裁
判
管
轄
に
服
す
こ
と
は
経
済
的
に
公
平
で
あ
る
。
し
か
し
、
単
な
る
経
済

的
効
果
は
、
管
轄
の
主
要
な
考
慮
と
し
て
機
能
す
べ
き
で
は
な
い
。
事
業
者
は
締
結
し
た
あ
ら
ゆ
る
契
約
か
ら
利
益
を
得
て
い
る
た
め
、

収
益
性
の
理
論
に
よ
る
と
、
単
に
消
費
者
契
約
が
存
在
す
る
だ
け
で
、
事
業
者
が
そ
の
活
動
を
消
費
者
の
住
所
地
国
に
向
け
て
い
る
こ
と

を
充
分
に
示
唆
す
る
こ
と
に
な
り
、
一
度
契
約
が
成
立
す
る
と
、
そ
の
事
業
者
は
保
護
的
管
轄
に
服
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
れ
は
、
一

定
の
「
関
連
性
」（links

）
を
作
る
た
め
の
何
ら
か
の
努
力
を
行
っ
た
場
合
に
の
み
、
事
業
者
は
消
費
者
の
住
所
地
の
管
轄
に
服
す
こ
と

に
な
る
よ
う
に
一
定
の
要
件
が
設
け
ら
れ
て
い
る
は
ず
の
第
一
七
条
⑴
⒞
の
目
的
と
明
ら
か
に
矛
盾
す
る
。

③
　
国
固
有
の
指
標
の
存
在
（T

he E
xistence of C

ountry-S
pecific Indicia

）：
事
業
者
が
そ
の
商
業
的
活
動
を
消
費
者
の
住
所
地
に
向

け
て
い
る
か
否
か
の
決
定
に
、
国
固
有
の
指
標
の
存
在
を
利
用
し
て
、
ウ
ェ
ブ
・
サ
イ
ト
が
特
定
の
ド
メ
イ
ン
に
登
録
さ
れ
、
ウ
エ
ブ
・

ペ
ー
ジ
に
は
特
定
国
で
使
用
さ
れ
る
特
定
言
語
が
用
い
ら
れ
、
受
け
入
れ
通
貨
も
そ
の
国
の
も
の
以
外
を
指
定
し
て
い
な
い
場
合
、
ウ
ェ

ブ
・
サ
イ
ト
は
、
国
固
有
の
指
標
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
特
定
の
国
家
を
標
的
と
し
て
い
る
と
見
る
考
え
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
国
固
有
の

指
標
と
し
て
、
ド
メ
イ
ン
名
、
使
用
さ
れ
る
言
語
・
通
貨
だ
け
で
な
く
、‘fr ’ 

（F
rance

）, ‘de ’ 

（G
erm

any

）, ‘it ’ 

（Italy

）
の
よ
う
な
国
別

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
・
ド
メ
イ
ン
も
含
ま
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
指
標
は
、
と
き
に
誤
解
を
招
く
。
ド
メ
イ
ン
名
に
関
し
、gT

L
D

（generic top-level dom
ain

）
は
国
の
指
標
を
伝
え
ず
、ccT

L
D

（country-code top-level dom
ain

）
を
事
業
者
が
悪
用
し
て
、
あ
る
ウ
ェ

ブ
・
サ
イ
ト
に
つ
き
特
定
の
ド
メ
イ
ン
名
を
登
録
す
る
こ
と
に
よ
り
、
実
際
に
標
的
と
し
て
い
る
法
域
に
服
す
る
こ
と
を
回
避
す
る
こ
と

）
三
一
一
一
（
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〇
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二
五
二

が
可
能
で
あ
る
。
言
語
に
つ
い
て
は
、
英
語
や
フ
ラ
ン
ス
語
な
ど
の
幾
つ
か
の
言
語
は
、
Ｅ
Ｕ
内
の
複
数
国
家
で
公
式
な
言
語
と
し
て
使

用
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
ユ
ー
ロ
の
採
用
に
よ
り
、
通
貨
も
、
標
的
と
さ
れ
た
国
に
つ
い
て
の
情
報
を
ほ
と
ん
ど
提
供
し
な
い
。

Ｉ
規
則
に
関
す
る
理
事
会
と
委
員
会
と
の
共
同
声
明
に
お
い
て
も
、
国
固
有
の
指
標
は
、
保
護
的
管
轄
規
則
を
適
用
さ
せ
る
た
め
の
重

要
な
要
因
で
は
な
い
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
指
標
は
、
欠
点
は
あ
る
も
の
の
、
意
思
の
決
定
に
役
立
つ
可
能
性
が
あ
る
。
指
標

の
重
要
性
は
、
ケ
ー
ス
に
よ
り
異
な
る
が
、
ほ
と
ん
ど
の
指
標
が
特
定
の
国
に
向
け
ら
れ
る
場
合
、
こ
れ
ら
の
指
標
は
、
裁
判
所
が
考
慮

す
べ
き
強
力
な
要
因
と
な
り
得
る
。
こ
れ
ら
の
指
標
は
、
事
業
者
が
活
動
を
他
の
諸
国
に
向
け
て
い
な
い
こ
と
を
示
す
た
め
の
否
定
的
な

防
御
と
し
て
は
使
用
で
き
な
い
が
、
事
業
者
が
確
か
に
そ
れ
ら
の
指
標
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
国
を
標
的
と
す
る
こ
と
を
示
す
た
め
に
肯
定

的
な
要
因
と
し
て
は
使
用
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

④
　
活
動
（A

ctivity

）：
特
定
の
国
に
向
け
ら
れ
て
い
る
か
否
か
を
事
業
活
動
に
基
づ
い
て
決
定
す
る
考
え
で
、
裁
判
所
は
、
事
業
者

が
積
極
的
に
国
内
の
消
費
者
と
契
約
を
締
結
し
よ
う
と
し
て
い
る
か
、
又
は
消
費
者
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
た
受
動
的
な
も
の
で
あ
る
か
を

問
う
こ
と
に
な
る
。
事
業
者
が
特
定
の
諸
国
内
の
消
費
者
を
積
極
的
に
標
的
と
す
る
場
合
、
そ
の
事
業
者
は
、
そ
れ
ら
の
国
の
管
轄
に
従

う
可
能
性
を
合
理
的
に
予
測
す
べ
き
で
、
保
護
的
管
轄
規
則
の
適
用
は
事
業
者
の
合
理
的
な
期
待
を
害
し
な
い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
魅
力
的
だ
が
、
事
業
者
が
あ
る
法
域
又
は
特
定
の
法
域
を
含
む
複
数
法
域
内
で
消
費
者
を
積
極
的
に
求
め
よ
う
と

し
て
い
る
か
否
か
の
決
定
は
容
易
で
な
い
。
よ
り
明
確
に
言
え
ば
、
そ
の
「
活
動
」（activity

）
は
、
主
観
的
な
活
動
の
こ
と
か
又
は
客

観
的
な
活
動
か
が
明
確
で
な
い
。
主
観
的
な
基
準
の
支
持
者
ら
は
、
電
子
商
取
引
の
特
殊
な
性
質
を
理
由
に
、
事
業
者
が
誤
っ
て
意
図
し

な
い
契
約
を
締
結
し
た
場
合
を
排
除
で
き
る
と
論
じ
る

（
67
）

。
だ
が
、
事
業
者
の
「
実
際
の
」（actual

）
意
図
の
立
証
が
困
難
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
反
対
論
が
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
客
観
的
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
事
業
者
の
商
業
的
ウ
ェ
ブ
・
サ
イ
ト
の
特
徴
に
基
づ
く
判
断
を
基
礎
に

）
三
一
一
一
（



ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
Ｉ
ａ
規
則
に
お
け
る
消
費
者
保
護
規
定
と
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
論
（
中
村
）

二
五
三

置
い
て
い
る
。
事
業
者
の
サ
イ
ト
が
、
単
な
る
情
報
の
提
供
に
留
ま
ら
ず
、
特
定
の
諸
国
内
に
住
所
を
有
す
る
消
費
者
と
の
契
約
締
結
を

意
図
す
る
場
合
、
そ
の
サ
イ
ト
は
、
客
観
的
テ
ス
ト
に
基
づ
き
「
能
動
的
」（active

）
で
あ
る
と
見
る
。
特
に
自
動
的
に
契
約
締
結
が
で

き
る
よ
う
に
意
図
さ
れ
る
能
動
的
な
ウ
ェ
ブ
・
サ
イ
ト
の
使
用
は
、
積
極
的
に
消
費
者
の
住
所
地
を
標
的
と
す
る
と
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ

り
、
逆
に
、
単
な
る
「
受
動
的
」（passive

）
ウ
ェ
ブ
・
サ
イ
ト
へ
の
ア
ク
セ
ス
可
能
性
は
、
積
極
的
に
当
該
法
域
内
に
お
い
て
取
引
に

従
事
す
る
こ
と
を
示
唆
し
な
い
と

（
68
）

。

し
か
し
、
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、「
ア
ク
セ
ス
可
能
性
」
ア
プ
ロ
ー
チ
と
同
様
な
困
難
な
問
題
を
生
む
。
例
え
ば
、
双
方
向
型
ウ
ェ

ブ
・
サ
イ
ト
を
介
し
て
フ
ラ
ン
ス
国
内
に
住
所
を
有
す
る
消
費
者
を
求
め
る
イ
ギ
リ
ス
会
社
は
、
そ
の
サ
イ
ト
が
ド
イ
ツ
国
内
に
住
所
を

有
す
る
消
費
者
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
な
い
。
双
方
向
型
サ
イ
ト
は
、
一
度
そ
の
サ
イ
ト
が
設
置
さ
れ
る
と
、
そ
の
活
動

は
、
全
て
の
構
成
国
を
標
的
に
す
る
と
見
な
さ
れ
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、P

am
m

er

事
件
判
決
は
、
サ
イ
ト
上
の
連
絡
先
住
所
、

電
子
メ
ー
ル
及
び
国
際
コ
ー
ド
の
な
い
電
話
番
号
と
い
っ
た
情
報
に
つ
い
て
、
標
的
と
す
る
か
否
か
の
判
断
基
準
と
し
な
か
っ
た
。
ま
た
、

そ
れ
ら
の
情
報
は
、
内
国
取
引
に
と
っ
て
も
必
要
で
あ
り
、
Ｅ
Ｕ
法

（
69
）

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
取
引
規
制
の
た
め
に
そ
れ
ら
の
提
供
を
義
務
づ

け
て
い
る
。
更
に
、
サ
イ
ト
を
容
易
に
「
能
動
的
」
と
「
受
動
的
」
に
分
類
で
き
る
と
い
う
見
解
は
非
現
実
的
で
あ
り
、
特
に
事
業
者
が

第
三
者
の
サ
イ
ト
を
利
用
し
て
電
子
商
取
引
を
行
っ
て
い
る
場
合
、「
ウ
ェ
ブ
・
サ
イ
ト
」
の
活
動
が
事
業
者
の
活
動
と
一
致
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
す
る
こ
と
の
正
当
化
は
困
難
で
あ
る
。

こ
の
テ
ス
ト
は
ま
た
、「
主
観
的
な
」（subjective

）
要
素
と
「
客
観
的
な
」（objective

）
要
素
の
双
方
を
組
み
合
わ
せ
る
べ
き
と
も
提

案
す
る

（
70
）

。
こ
れ
は
、「
能
動
的
な
」
ウ
ェ
ブ
・
サ
イ
ト
と
事
業
者
の
「
意
図
的
な
」（purposeful

）
な
活
動
の
双
方
に
関
す
る
適
切
な
解
釈

な
し
に
は
、
ほ
と
ん
ど
役
立
つ
こ
と
が
な
く
、P

am
m

er

事
件
に
よ
っ
て
も
拒
否
さ
れ
て
い
る
。
消
費
者
の
住
所
地
に
お
い
て
一
定
規

）
三
一
一
一
（
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二
五
四

模
の
活
動
を
展
開
す
る
と
い
う
事
業
者
の
意
図
を
証
明
す
る
証
拠
を
要
求
す
る
こ
と
は
、
消
費
者
の
保
護
を
弱
め
る
可
能
性
が
あ
り
、
ま

た
主
観
的
意
思
や
事
業
目
的
の
探
求
も
、
通
常
、
困
難
且
つ
非
現
実
的
で
あ
る
。

⑤
　
リ
ン
グ
・
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
（R

ing-F
encing

）：
電
子
商
取
引
に
お
い
て
徐
々
に
拡
大
し
つ
つ
あ
る
の
が
、
事
業
者
に
そ
の
商
業
的

活
動
の
地
域
を
明
確
に
制
限
す
る
た
め
の
一
定
の
行
動
を
取
る
こ
と
を
容
認
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る

（
71
）

。
効
果
的
に
囲
い
込
ま
れ
た
活
動

は
、
当
事
者
の
合
理
的
な
期
待
を
保
護
し
、
電
子
商
取
引
に
お
け
る
事
業
者
意
図
の
判
断
の
困
難
性
を
軽
減
す
る
。
問
題
は
、
如
何
な
る

囲
い
込
み
が
有
効
か
で
あ
る
が
、
事
業
者
が
効
果
の
な
い
囲
い
込
み
を
消
費
者
保
護
規
定
の
回
避
の
手
段
と
し
て
悪
用
す
る
可
能
性
が
あ

る
。電

子
事
業
者
が
そ
の
商
業
的
活
動
の
地
理
的
範
囲
を
明
確
に
す
る
方
法
と
し
て
、
現
在
、
次
の
三
つ
が
あ
る
。
先
ず
、
そ
の
ウ
ェ
ブ
・

サ
イ
ト
上
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の
取
引
条
件
中
な
ど
で
、
事
業
者
が
特
定
国
の
国
内
又
は
国
外
で
締
結
す
る
予
定
で
あ
る
こ
と
を
表
明
す

る
方
法
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
最
も
簡
便
な
方
法
が
、
効
果
的
で
あ
る
と
見
る
の
は
難
し
い
。
ウ
ェ
ブ
・
サ
イ
ト
上
の
表
明
は
、
そ
の

表
明
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
常
に
明
確
又
は
容
易
と
は
言
え
ず
、
消
費
者
が
見
落
と
す
可
能
性
が
あ
り
、
事
業
者
が
そ
れ
を
悪
用
す
る
こ
と
も

容
易
で
あ
る
。
従
っ
て
、
表
明
に
よ
る
囲
い
込
み
は
、
事
業
者
か
ら
全
て
の
責
任
を
解
放
す
る
の
に
不
充
分
で
あ
る
。
第
二
は
、
消
費
者

に
よ
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
介
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
の
接
続
場
所
の
特
定
が
可
能
な
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
使
用
す
る
方
法

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
Ｉ
Ｐ 

（Internet P
rotocol

）
ア
ド
レ
ス
を
識
別
す
る
こ
と
に
よ
り
、
特
定
の
領
域
内
に
あ
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
か
ら
の

ア
ク
セ
ス
を
阻
止
す
る
も
の
で
、
第
一
の
方
法
と
比
べ
よ
り
効
果
的
で
あ
る
が
、
別
の
幾
つ
か
の
問
題
を
生
む
。
つ
ま
り
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
所
在
場
所
を
認
識
す
る
の
み
で
、
そ
の
場
所
が
必
ず
し
も
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
使
用
者
の
現
実
の
正
体
を
示
唆
し
な
い

た
め
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に
よ
り
ア
ク
セ
ス
が
禁
止
さ
れ
た
領
域
内
に
住
所
を
有
す
る
消
費
者
は
、
一
時
的
に
外
国
に
滞
在
す
る
と
き
に
契

）
三
一
一
一
（



ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
Ｉ
ａ
規
則
に
お
け
る
消
費
者
保
護
規
定
と
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
論
（
中
村
）

二
五
五

約
締
結
で
き
る
一
方
で
、
事
業
者
が
意
図
し
た
市
場
内
に
住
所
を
有
す
る
消
費
者
で
あ
っ
て
も
、
ア
ク
セ
ス
が
禁
止
さ
れ
る
領
域
内
に
一

時
的
に
滞
在
す
る
間
は
、
取
引
を
拒
否
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
第
三
は
、
契
約
締
結
前
に
、
消
費
者
に
対
し
個
人
情
報
の
提
供
を
求
め

る
方
法
で
あ
る
。
事
業
者
は
、
そ
の
情
報
に
従
っ
て
消
費
者
と
契
約
締
結
す
べ
き
か
否
か
を
選
択
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
例
え
ば
、

人
手
を
介
す
る
こ
と
な
く
、
電
子
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
（electronic agent

）
を
使
用
し
、
消
費
者
か
ら
提
供
さ
れ
た
国
や
郵
便
番
号
又
は
国
際

ダ
イ
ヤ
ル
コ
ー
ド
な
ど
の
情
報
か
ら
、
事
前
に
選
択
し
た
地
域
外
の
消
費
者
と
の
契
約
締
結
を
拒
否
す
る
。
だ
が
、
こ
れ
は
、
契
約
締
結

が
消
費
者
の
虚
偽
表
示
に
基
づ
く
か
、
消
費
者
が
無
意
識
に
不
正
確
な
情
報
を
提
供
し
た
場
合
な
ど
に
問
題
が
生
じ
る
。

リ
ン
グ
・
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
に
懸
念
が
あ
る
と
し
て
も
、
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
放
棄
す
る
正
当
な
理
由
は
な
く
、
他
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
比

較
し
て
も
効
果
的
で
あ
り
、
例
え
ば
、
欧
州
議
会
に
よ
る
Ｉ
規
則
に
関
す
る
提
案

（
72
）

な
ど
幾
つ
か
の
Ｅ
Ｕ
文
書
で
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

Ｅ
Ｕ
は
、
議
会
に
よ
る
こ
の
リ
ン
グ
・
フ
ェ
イ
シ
ン
グ
の
提
案
に
対
し
て
、
規
定
の
根
本
原
理
と
相
容
れ
ず
、
管
轄
を
決
定
す
る
た
め
の

一
般
的
な
連
結
素
と
し
て
の
事
業
活
動
と
い
う
本
質
的
に
ア
メ
リ
カ
の
概
念
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
拒
否
す
る

（
73
）

。
し
か
し
、

Ｅ
Ｕ
の
保
護
的
管
轄
規
則
の
根
本
原
理
は
、
そ
の
一
部
を
連
結
点
と
し
て
の
事
業
者
の
活
動
に
依
拠
し
、
そ
れ
が
消
費
者
の
住
所
地
を
標

的
に
す
る
場
合
の
み
、
保
護
的
規
則
が
発
動
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
第
一
七
条
⑴
⒞
に
お
け
る
事
業
者
の
活
動
を
テ
ス
ト
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ

の
一
つ
と
し
て
、
そ
の
採
用
を
否
定
す
る
理
由
は
な
い
。
越
境
的
な
訴
訟
の
困
難
性
や
費
用
を
軽
減
す
る
こ
と
が
可
能
な
適
切
な
シ
ス
テ

ム
が
な
い
以
上
、
事
業
保
護
の
た
め
に
、
事
業
者
の
合
理
的
方
法
に
よ
る
市
場
の
分
断
は
容
認
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
事
業
者
に
よ
る
市

場
の
選
択
を
妨
げ
る
べ
き
で
は
な
い
。
従
っ
て
、
リ
ン
グ
・
フ
ェ
イ
シ
ン
グ
・
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
電
子
消
費
者
契
約
に
お
け
る
管
轄
問
題

を
決
定
す
る
た
め
に
容
認
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
だ
が
、
効
果
の
保
証
や
事
業
者
に
よ
る
悪
用
の
防
止
の
観
点
か
ら
、
更
な
る
規
制
が
必

要
で
あ
る
。

）
三
一
一
一
（
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二
五
六

⑥
　
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
・
ア
プ
ロ
ー
チ
（H

ybrid A
pproach

）：
事
業
者
が
そ
の
商
業
的
活
動
を
消
費
者
の
住
所
地
に
向
け
て
い
る
か
否

か
の
決
定
に
、
以
上
の
五
つ
の
理
論
の
併
用
が
有
効
で
あ
る
と
提
言
す
る
も
の
で
あ
る
。
特
定
国
内
で
消
費
者
又
は
収
益
を
積
極
的
に
追

及
す
る
場
合
に
の
み
、
事
業
者
は
消
費
者
の
住
所
地
を
標
的
し
て
い
る
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
事
業
者
の
意
図
は
、
事
業
者
に
よ
る

商
業
的
活
動
の
客
観
的
諸
要
因
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
べ
き
で
、
そ
こ
に
は
事
業
者
が
適
切
な
リ
ン
グ
・
フ
ェ
イ
シ
ン
グ
を
採
用
し
て
い

る
か
、
ウ
ェ
ブ
・
サ
イ
ト
に
特
定
諸
国
を
指
し
示
す
指
標
が
あ
る
か
、
ウ
ェ
ブ
・
サ
イ
ト
が
純
粋
な
広
告
と
し
て
完
全
に
受
動
的
で
あ
る

か
、
及
び
事
業
者
は
そ
の
真
意
を
示
唆
す
る
別
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
か
否
か
が
含
ま
れ
る
。
そ
れ
は
、
事
業
者
が
消
費
者
の
住
所
地
を

標
的
に
し
て
い
た
か
否
か
の
決
定
に
、
硬
直
的
な
テ
ス
ト
を
回
避
し
、
契
約
の
あ
ら
ゆ
る
状
況
を
考
慮
す
る
柔
軟
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
用

す
べ
き
こ
と
を
意
味
す
る
。

以
上
が
、T

ang

に
よ
る
ウ
ェ
ブ
・
サ
イ
ト
取
引
に
関
す
る
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
基
準
に
つ
い
て
の
見
解
で
あ
る
。
な
お
、
電
子
メ
ー
ル

取
引
と
電
子
メ
ー
ル
と
ウ
ェ
ブ
・
サ
イ
ト
を
組
み
合
さ
せ
た
取
引
に
つ
い
て
、
前
者
は
、
ウ
ェ
ブ
・
サ
イ
ト
取
引
で
論
じ
た
議
論
を
用
い

る
こ
と
が
で
き
、
後
者
に
つ
い
て
は
、
上
記
⑥
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
・
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
用
す
べ
き
と
もT

ang

は
述
べ
て
い
る
。

次
に
、
そ
の
他
の
学
説
に
つ
い
て
、
簡
単
に
紹
介
し
た
い
。
先
ず
、B

onam
i

は
、
特
に
電
子
商
取
引
を
念
頭
に
置
い
て
起
草
さ
れ
た

Ｉ
ａ
規
則
第
一
七
条
⑴
⒞
で
は
、
当
該
契
約
上
の
行
為
を
あ
る
国
又
は
別
の
国
に
「
位
置
づ
け
る
」（localize

）
こ
と
が
必
要
で
あ
る
が
、

同
規
定
は
そ
れ
に
応
え
て
い
な
い
た
め
、
ウ
ェ
ブ
・
サ
イ
ト
の
利
用
事
業
者
が
そ
の
活
動
を
特
定
の
複
数
国
に
「
向
け
る
」（directs

）

場
合
の
決
定
と
い
う
困
難
な
問
題
が
存
す
る
と
指
摘
す
る

（
74
）

。
そ
こ
で
、
Ｉ
規
則
採
択
の
際
の
理
事
会
と
委
員
会
の
共
同
宣
言
と

P
am

m
er

事
件
判
決
に
よ
り
、
単
な
る
事
業
者
の
ウ
ェ
ブ
・
サ
イ
ト
に
そ
の
設
置
国
以
外
の
国
か
ら
ア
ク
セ
ス
可
能
で
あ
る
と
い
う
事

実
は
、
事
業
者
の
活
動
が
そ
の
国
に
向
け
ら
れ
て
い
る
と
結
論
づ
け
る
に
は
不
充
分
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
た
め
、
事
業
者
が
消
費

）
三
一
一
一
（



ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
Ｉ
ａ
規
則
に
お
け
る
消
費
者
保
護
規
定
と
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
論
（
中
村
）

二
五
七

者
の
住
所
地
国
を
含
む
一
つ
又
は
複
数
の
構
成
国
の
消
費
者
と
商
業
的
関
係
を
確
立
す
る
意
図
を
有
し
て
い
た
か
否
か
を
明
確
に
す
る
こ

と
が
必
要
と
な
る
と
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
事
業
者
の
意
図
は
、
事
業
者
に
よ
る
ウ
ェ
ブ
・
サ
イ
ト
上
に
お
け
る
特
定
国
に
つ
い
て
の
言

及
や
消
費
者
の
住
所
地
国
ま
で
の
費
用
の
事
業
者
に
よ
る
負
担
の
よ
う
な
明
白
な
も
の
に
限
ら
れ
ず
、P

am
m

er

事
件
に
お
い
て
示
さ

れ
た
よ
う
に
、
当
該
活
動
の
国
際
的
性
質
、
国
際
コ
ー
ド
付
き
の
電
話
番
号
、
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
・
ド
メ
イ
ン
名
の
使
用
な
ど
の
中
に
あ
る
。

事
業
者
の
意
図
は
、
こ
れ
ら
の
関
連
要
因
の
全
て
が
考
慮
さ
れ
て
判
断
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
結
論
づ
け
る
。

B
onam

i

ま
た
、
ア
メ
リ
カ
の
裁
判
所
に
よ
る
「
能
動
的
」、「
受
動
的
」
及
び
「
双
方
向
的
」
の
区
別
は
、
Ｉ
ａ
規
則
の
下
に
お
け
る

管
轄
の
確
立
と
い
う
目
的
に
と
っ
て
決
定
的
で
は
な
い
と
す
る
。
契
約
締
結
に
、
事
業
者
の
名
称
で
又
は
そ
の
代
理
と
し
て
行
動
す
る
仲

介
会
社
が
関
与
す
る
場
合
が
あ
る
が
、
事
業
者
は
、
仲
介
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
決
定
し
た
瞬
間
よ
り
、
活
動
が
一
つ
又
は
複
数
国
家
に
向

け
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
含
め
、
そ
の
結
果
に
責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
上
掲
のE

m
rek

事
件

（
75
）

に
従
い
、
契
約
が
消
費

者
の
国
内
に
お
い
て
又
は
隔
地
的
に
締
結
さ
れ
て
い
る
必
要
は
な
く
、
消
費
者
が
別
の
手
段
で
事
業
者
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
知
っ
た
と
し
て
も
、

ま
た
消
費
者
自
身
が
契
約
締
結
の
た
め
自
発
的
に
事
業
者
の
所
在
地
国
に
出
掛
け
た
と
し
て
も
、
消
費
者
は
保
護
規
定
の
恩
恵
を
受
け
る

こ
と
に
な
る
。P

am
m

er

事
件
判
決
に
よ
り
、
契
約
締
結
前
に
消
費
者
を
標
的
と
す
る
事
業
者
の
意
図
の
存
在
を
証
明
す
る
証
拠
が
必

要
と
さ
れ
る
が
、
電
子
商
取
引
に
お
い
て
は
、
同
意
の
表
明
は
注
文
の
確
認
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
そ
の
後
に
注
文
さ
れ
た
商
品
又
は
サ
ー

ビ
ス
の
発
送
が
行
わ
れ
る
。
事
業
者
は
、
そ
う
し
た
積
極
的
な
行
動
を
通
じ
て
、
特
定
の
消
費
者
と
契
約
締
結
す
る
意
思
を
表
明
し
て
い

る
。
消
費
者
が
外
国
に
住
所
を
有
す
る
か
又
は
外
国
か
ら
の
行
為
で
あ
る
事
実
を
事
業
者
が
知
る
場
合
、
仮
に
当
初
か
ら
そ
の
市
場
を
明

確
に
標
的
と
し
て
い
な
く
て
も
、
消
費
者
と
の
取
引
は
、
ま
た
契
約
へ
の
同
意
が
あ
る
場
合
は
な
お
さ
ら
、「
そ
の
活
動
を
向
け
る
」
と

い
う
意
図
の
最
も
明
確
な
表
明
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
と
。

）
三
一
一
一
（
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法
学

　第
八
十
八
巻
第
四
号
（
二
〇
二
三
年
二
月
）

二
五
八

他
方
、G

illies

は
、
そ
のP

am
m

er

事
件
判
決
以
前
に
発
表
さ
れ
て
い
た
論
文
の
中
で
、
ア
メ
リ
カ
のZ

ippo

事
件
判
決

（
76
）

に
よ
る

S
liding S

cale

理
論
の
影
響
を
受
け
、
Ｉ
規
則
第
一
五
条
に
お
け
る
「
そ
の
活
動
を
向
け
る
」
の
連
結
点
の
意
味
に
つ
い
て
、

Ｃ
Ｊ
Ｅ
Ｕ
に
は
そ
の
解
釈
の
指
針
を
示
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
し
た
う
え
で
、
そ
の
解
釈
は
、
当
然
に
ウ
ェ
ブ
・
サ
イ
ト
上
の
活

動
の
「
能
動
的
」（active

）・「
双
方
向
的
」（interactive

）・「
受
動
的
」（passive

）
の
ス
ペ
ク
ト
ル
に
関
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
述
べ
て

（
77
）

、
裁
判
管
轄
を
確
立
す
る
た
め
に
、
事
業
者
の
ウ
ェ
ブ
・
サ
イ
ト
の
活
動
の
性
質
、
そ
の
活
動
に
基
づ
い
て
標
的
に
さ
れ
た

消
費
者
と
の
間
の
ウ
ェ
ブ
・
サ
イ
ト
上
の
相
互
交
流
の
レ
ベ
ル
に
注
目
し
て
い
た

（
78
）

。

以
上
に
見
た
よ
う
に
、
Ｉ
ａ
規
則
第
一
七
条
⑴
⒞
は
、
消
費
者
保
護
規
定
の
適
用
の
要
件
と
し
て
「
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
基
準
」、
即
ち
、

消
費
者
が
住
所
地
を
有
す
る
構
成
国
又
は
そ
の
構
成
国
を
含
む
複
数
国
に
事
業
者
が
そ
の
活
動
を
向
け
る
こ
と
を
求
め
る
。
こ
の
基
準
の

解
釈
に
つ
い
て
、
当
初
は
、
事
業
者
の
ウ
ェ
ブ
・
サ
イ
ト
上
の
活
動
の
性
質
に
注
目
し
、
そ
れ
が
「
能
動
的
」、「
双
方
向
的
」
又
は
「
受

動
的
」
か
に
区
分
し
、
事
業
者
と
消
費
者
と
の
間
の
ウ
ェ
ブ
・
サ
イ
ト
上
に
お
け
る
相
互
交
流
の
レ
ベ
ル
に
基
づ
き
標
的
と
し
て
い
る
か

否
か
を
判
断
す
べ
き
と
す
る
見
解
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、P

am
m

er

事
件
判
決
に
よ
り
、
事
業
者
と
消
費
者
と
の
間
の
契
約
締
結
に
至

る
ま
で
の
あ
ら
ゆ
る
証
拠
を
総
合
的
に
検
討
し
て
、
事
業
者
が
そ
の
活
動
を
特
定
の
国
に
居
住
す
る
消
費
者
に
向
け
る
意
図
が
あ
っ
た
か

否
か
を
判
断
す
べ
き
と
さ
れ
た
。
同
判
決
は
、
学
説
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
、
そ
れ
以
降
の
主
要
な
学
説
は
、「
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
基

準
」
に
つ
い
て
、
事
業
者
が
消
費
者
と
契
約
締
結
に
至
っ
た
あ
ら
ゆ
る
状
況
を
考
慮
し
て
判
断
す
べ
き
と
す
る
立
場
に
あ
る
こ
と
が
明
ら

か
と
な
っ
た
。

）
三
一
一
一
（



ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
Ｉ
ａ
規
則
に
お
け
る
消
費
者
保
護
規
定
と
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
論
（
中
村
）

二
五
九

第
四
章

　
終
わ
り
に

最
初
に
、
以
上
の
論
述
を
簡
単
に
ま
と
め
て
み
た
い
。
早
く
か
ら
消
費
者
保
護
に
つ
い
て
の
強
い
意
識
を
有
し
て
い
た
Ｅ
Ｕ
は
、
ブ

リ
ュ
ッ
セ
ル
条
約
下
に
お
い
て
既
に
、
消
費
者
が
契
約
の
相
手
方
を
提
訴
す
る
場
合
、
相
手
方
の
住
所
地
の
構
成
国
又
は
消
費
者
の
住
所

地
の
構
成
国
で
提
起
で
き
る
旨
の
規
定
を
設
け
保
護
を
図
っ
て
い
た
。
二
〇
〇
〇
年
に
Ｉ
規
則
に
修
正
さ
れ
る
際
、
第
一
六
条
と
し
て
そ

れ
を
受
け
継
い
だ
が
、
更
に
発
展
が
著
し
か
っ
た
国
際
的
な
電
子
商
取
引
に
対
応
す
る
た
め
に
、
新
た
な
消
費
者
保
護
規
定
が
置
か
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
が
Ｉ
規
則
第
一
五
条
⑴
⒞
で
あ
り
、
同
規
定
は
、
二
〇
一
〇
年
に
修
正
さ
れ
た
Ｉ
ａ
規
則
に
お
い
て
も
修
正
さ
れ

る
こ
と
な
く
、
第
一
七
条
⑴
⒞
と
し
て
残
る
。

Ｉ
ａ
規
則
第
一
七
条
⑴
は
、
そ
の
本
文
に
お
い
て
、
消
費
者
に
よ
り
取
引
又
は
専
門
の
活
動
で
は
な
い
と
み
な
し
う
る
用
途
の
た
め
に

締
結
さ
れ
た
契
約
の
中
で
、
次
に
掲
げ
る
契
約
は
裁
判
管
轄
に
関
す
る
消
費
者
保
護
の
適
用
を
受
け
な
い
と
し
た
上
で
、
同
項
⒜
号
及
び

⒝
号
に
お
い
て
、
動
産
の
割
賦
販
売
契
約
か
動
産
の
購
入
を
目
的
と
す
る
分
割
弁
済
の
金
銭
消
費
貸
借
又
は
そ
の
他
の
信
用
貸
付
契
約
を

掲
げ
、
更
に
⒞
号
に
お
い
て
、
そ
の
他
の
場
合
で
、
消
費
者
が
住
所
地
を
有
す
る
構
成
国
に
お
い
て
商
業
的
若
し
く
は
専
門
的
な
活
動
を

行
う
事
業
者
、
又
は
そ
の
構
成
国
を
含
む
複
数
国
に
「
そ
の
活
動
を
向
け
る
」
事
業
者
に
よ
り
締
結
さ
れ
た
契
約
で
、
且
つ
そ
の
活
動
の

枠
内
に
含
ま
れ
る
も
の
と
規
定
す
る
。
消
費
者
保
護
規
定
の
適
用
の
た
め
に
、
事
業
者
が
そ
の
活
動
を
消
費
者
の
住
所
地
国
を
含
む
複
数

国
に
向
け
る
こ
と
を
要
求
す
る
こ
の
要
件
は
、
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
基
準
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
基
準
の
解
釈
に
つ
い
て
、
当
初
は
、
事
業
者
の
ウ
ェ
ブ
・
サ
イ
ト
上
の
活
動
の
性
質
に
注
目
し
、
そ
れ
が
「
能
動

的
」、「
双
方
向
的
」
又
は
「
受
動
的
」
か
で
区
分
し
た
上
で
、
事
業
者
と
そ
の
活
動
の
標
的
に
さ
れ
た
消
費
者
と
の
間
に
お
け
る
、
事
業

）
三
一
一
三
（



日
本
法
学

　第
八
十
八
巻
第
四
号
（
二
〇
二
三
年
二
月
）

二
六
〇

者
の
ウ
ェ
ブ
・
サ
イ
ト
上
で
の
相
互
交
流
の
レ
ベ
ル
に
焦
点
を
当
て
る
見
解
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
問
題
の
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
・
ケ
ー
ス
で
あ
る
Ｃ
Ｊ
Ｅ
Ｕ
のP

am
m

er

事
件
判
決
が
、
事
業
者
の
活
動
が
消
費
者
の
住
所
地
国
に
向
け
ら
れ
て
い
た
か
否

か
の
判
断
に
お
い
て
、
ウ
ェ
ブ
・
サ
イ
ト
上
の
活
動
の
区
分
は
決
定
的
で
な
い
と
判
示
し
た
。
む
し
ろ
、
活
動
が
向
け
ら
れ
て
い
る
こ
と

を
立
証
す
る
証
拠
の
中
に
、
消
費
者
を
勧
誘
す
る
事
業
者
の
意
図
の
明
白
な
現
れ
の
全
て
が
あ
る
と
。
そ
の
事
業
者
の
意
図
の
表
明
と
し

て
、
国
名
を
示
し
た
動
産
又
は
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
申
出
、
ア
ク
セ
ス
促
進
目
的
の
検
索
エ
ン
ジ
ン
・
閲
覧
サ
ー
ビ
ス
関
連
費
用
の
支
出

な
ど
が
あ
る
。
し
か
し
、
明
白
な
証
拠
が
な
く
て
も
、
別
の
証
拠
と
結
び
付
い
て
消
費
者
の
住
所
地
国
に
向
け
た
活
動
の
存
在
を
証
明
で

き
る
も
の
も
あ
り
、
そ
の
例
と
し
て
同
判
決
は
、
観
光
旅
行
の
よ
う
な
活
動
の
国
際
的
性
質
、
国
際
番
号
コ
ー
ド
付
の
電
話
番
号
、
事
業

者
の
事
業
所
所
在
地
国
以
外
の
国
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
・
ド
メ
イ
ン
名
の
使
用
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
地
国
ま
で
の
旅
程
の
説
明
、
顧
客
が
多
数

の
国
に
所
在
す
る
旨
の
言
及
を
挙
げ
て
い
る
。
ま
た
、
消
費
者
契
約
で
使
用
さ
れ
た
言
語
・
通
貨
に
つ
い
て
は
、
活
動
を
向
け
て
い
る
こ

と
の
決
定
的
な
要
因
と
は
な
ら
な
い
が
、
サ
イ
ト
上
に
お
い
て
事
業
者
が
活
動
す
る
構
成
国
内
で
使
用
さ
れ
る
言
語
・
通
貨
と
異
な
る
言

語
・
通
貨
の
使
用
を
消
費
者
に
容
認
す
る
表
明
は
、
活
動
を
他
の
諸
国
に
向
け
て
い
る
と
結
論
付
け
る
こ
と
が
可
能
な
証
拠
と
な
り
得
る

と
判
示
す
る
。
か
く
し
て
、
同
判
決
に
よ
れ
ば
、
事
業
者
が
消
費
者
と
の
契
約
締
結
に
至
っ
た
際
の
あ
ら
ゆ
る
証
拠
を
総
合
的
に
検
討
し
、

事
業
者
が
向
け
て
い
る
活
動
の
中
に
特
定
国
に
居
住
す
る
消
費
者
を
勧
誘
す
る
意
図
が
あ
っ
た
か
否
か
を
判
断
す
る
こ
と
に
な
る
。

こ
のP

am
m

er

事
件
判
決
は
、
学
説
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
、
そ
れ
以
降
の
学
説
の
多
く
が
同
じ
立
場
に
従
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、

T
ang

は
、
事
業
者
が
そ
の
活
動
を
消
費
者
の
住
所
地
国
に
向
け
て
い
る
か
否
か
の
判
断
基
準
と
し
て
、
事
業
者
の
商
業
的
ウ
ェ
ブ
・
サ

イ
ト
へ
の
消
費
者
の
住
所
地
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
可
能
性
、
事
業
者
に
よ
る
消
費
者
の
住
所
地
に
お
け
る
収
益
性
、
事
業
者
の
ウ
ェ
ブ
・
サ

イ
ト
に
お
け
る
国
固
有
の
指
標
の
存
在
、
事
業
者
の
活
動
の
意
図
、
リ
ン
グ
・
フ
ェ
イ
シ
ン
グ
の
五
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
あ
る
と
指
摘
し

）
三
一
一
一
（



ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
Ｉ
ａ
規
則
に
お
け
る
消
費
者
保
護
規
定
と
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
論
（
中
村
）

二
六
一

た
上
で
、
自
身
は
、
今
後
の
技
術
の
進
展
を
考
慮
し
、
硬
直
的
な
テ
ス
ト
で
は
な
く
、
契
約
の
あ
ら
ゆ
る
状
況
を
考
慮
す
る
こ
と
が
可
能

な
、
こ
れ
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
併
用
し
て
判
断
を
行
う
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
・
ア
プ
ロ
ー
チ
が
望
ま
し
い
と
結
論
づ
け
る
。
以
上
の
よ
う
に
、

タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
基
準
に
関
す
る
Ｅ
Ｕ
の
判
例
と
主
要
な
学
説
は
、
事
業
者
が
そ
の
活
動
を
向
け
る
消
費
者
の
居
住
地
国
内
に
お
い
て
、

消
費
者
を
勧
誘
す
る
意
図
が
あ
っ
た
か
否
か
を
、
契
約
締
結
に
至
っ
た
際
の
あ
ら
ゆ
る
証
拠
を
総
合
的
に
検
討
し
判
断
す
べ
き
と
す
る
立

場
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

最
初
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
電
子
商
取
引
紛
争
に
関
す
る
裁
判
管
轄
に
つ
き
、
ハ
イ
パ
ー
レ
ギ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
期
に
あ
る
現
在
に
お
い

て
は
、
管
轄
の
相
違
に
よ
る
紛
争
当
事
者
の
混
乱
を
回
避
す
る
た
め
に
、
で
き
る
限
り
国
際
的
な
法
的
調
和
が
得
ら
れ
る
可
能
性
を
探
る

必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
以
上
に
見
た
よ
う
な
Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
基
準
に
つ
い
て
、
も
う
一
つ
の
電
子
商
取
引
大

国
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
裁
判
管
轄
に
関
す
る
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
論
と
の
比
較
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
ろ
う

（
79
）

。

管
轄
に
つ
い
て
の
規
則
を
持
た
ず
、
裁
判
官
の
裁
量
に
基
づ
き
判
断
を
行
う
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
用
す
る
ア
メ
リ
カ
で
は
、
消
費
者
保
護

に
関
す
る
国
際
又
は
州
際
の
裁
判
管
轄
規
定
を
欠
く
こ
と
か
ら
、
裁
判
官
が
ケ
ー
ス
・
バ
イ
・
ケ
ー
ス
で
正
義
と
衡
平
を
提
供
す
る
こ
と

を
目
標
に
判
決
を
下
す
こ
と
に
な
る

（
80
）

。
そ
の
た
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
係
わ
る
越
境
的
紛
争
に
関
す
る
特
別
裁
判
管
轄
に
つ
い
て
、

様
々
な
見
解
が
裁
判
所
や
学
説
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、In

set S
ystem

 v In
stru

ction
 

事
件

（
81
）

で
は
、
事
業
者
は
、
州
内

の
居
住
者
に
対
し
そ
の
ウ
ェ
ブ
・
サ
イ
ト
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
可
能
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
意
図
的
に
そ
の
活
動
を
そ
の
州
に
向
け
て
い
る

と
見
る
「
持
続
的
な
接
触
」（sustained contact

）
テ
ス
ト
が
示
さ
れ
、
ま
た
、
上
記
のZ

ippo

事
件
に
お
け
る
ス
ラ
イ
デ
ン
グ
・
ス
ケ
ー

ル
・
テ
ス
ト
は
、
後
の
判
例
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、G

eist

に
よ
っ
て
、
消
費
者
契
約
が
関
わ
る
紛
争
に

限
ら
ず
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
関
す
る
訴
訟
の
管
轄
に
つ
い
て
、
ウ
ェ
ブ
・
サ
イ
ト
の
所
有
者
が
特
定
の
州
を
標
的
に
し
て
い
た
か
否
か

）
三
一
一
一
（



日
本
法
学

　第
八
十
八
巻
第
四
号
（
二
〇
二
三
年
二
月
）

二
六
二

が
重
要
で
あ
る
と
見
る
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
・
テ
ス
ト
が
提
唱
さ
れ
て
い
る

（
82
）

。
そ
れ
を
受
け
て
、
Ｅ
Ｕ
に
お
い
て
も
、G

eist

に
よ
る
こ
の

テ
ス
ト
は
、
Ｉ
ａ
規
則
の
テ
ス
ト
と
方
法
が
一
致
す
る
と
し
て
、
Ｉ
ａ
規
則
第
一
七
条
⑴
⒞
を
解
釈
す
る
際
に
、
ア
メ
リ
カ
の
テ
ス
ト
を

検
討
す
る
こ
と
が
主
張
さ
れ
て
い
る

（
83
）

。

一
方
、
わ
が
国
お
い
て
は
、
民
事
訴
訟
法
第
三
条
の
四
第
一
項
に
消
費
者
契
約
の
国
際
裁
判
管
轄
に
関
し
消
費
者
保
護
規
定
が
置
か
れ

て
い
る
が
、
事
業
者
が
そ
の
活
動
を
消
費
者
の
住
所
が
所
在
す
る
国
に
向
け
て
い
る
こ
と
を
そ
の
規
定
の
適
用
要
件
と
し
て
い
な
い
。

従
っ
て
、
消
費
者
が
事
業
者
を
提
訴
す
る
場
合
、
日
本
の
裁
判
所
の
管
轄
の
容
認
に
は
、
訴
え
提
起
時
又
は
消
費
者
契
約
の
締
結
時
に
消

費
者
の
住
所
が
日
本
国
内
に
あ
れ
ば
よ
い
。
し
か
し
、
同
法
第
三
条
の
九
に
「
特
別
な
事
情
」
の
存
在
に
よ
る
訴
え
の
却
下
の
規
定
が
あ

る
た
め
、
外
国
に
所
在
す
る
事
業
者
が
そ
の
活
動
を
消
費
者
の
住
所
地
国
で
あ
る
日
本
に
向
け
て
い
な
い
場
合
、
こ
れ
が
「
特
別
な
事

情
」
に
該
当
し
、
日
本
の
管
轄
が
否
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
か
否
か
が
問
題
と
な
ろ
う
。
考
え
ら
れ
る
ケ
ー
ス
と
し
て
は
、

Ａ
国
内
に
出
張
中
の
日
本
に
住
所
を
有
す
る
消
費
者
が
、
同
国
内
の
ホ
テ
ル
に
短
期
間
滞
在
中
に
、
同
国
内
の
み
に
向
け
て
事
業
を
行
っ

て
い
る
こ
と
を
ウ
ェ
ブ
・
サ
イ
ト
で
明
ら
か
に
し
て
い
る
同
国
内
の
小
規
模
の
事
業
者
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
て
商
品
を
購
入
し
、

ホ
テ
ル
内
で
受
領
し
て
い
た
が
、
日
本
に
帰
国
後
に
事
業
者
を
提
訴
す
る
場
合
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
事
業
者
は
そ
の
活
動
を
日
本
に
向

け
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
特
別
の
事
情
が
あ
る
と
し
、
日
本
の
管
轄
が
否
定
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
Ｅ
Ｕ
及
び
ア
メ
リ
カ

と
は
異
な
り
、
陸
続
き
で
諸
外
国
（
州
）
と
隣
接
す
る
こ
と
の
な
い
島
国
で
あ
る
日
本
に
お
い
て
は
、
消
費
者
が
海
を
越
え
て
外
国
で
提

訴
す
る
こ
と
は
、
事
実
上
不
可
能
と
い
っ
て
よ
く
、
Ｅ
Ｕ
や
ア
メ
リ
カ
の
場
合
よ
り
も
、
よ
り
消
費
者
保
護
に
ウ
ェ
イ
ト
を
置
い
た

「
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
基
準
」
が
求
め
ら
れ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

以
上
、
Ｉ
ａ
規
則
第
一
七
条
⑴
⒞
の
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
基
準
に
つ
い
て
見
て
き
た
が
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
及
び
日
本
と
の
比
較
に
つ
い

）
三
一
一
一
（



ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
Ｉ
ａ
規
則
に
お
け
る
消
費
者
保
護
規
定
と
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
論
（
中
村
）

二
六
三

て
は
、
充
分
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

脚
注

（
1
） R

egulation 

（E
U

） N
o 1215/2012 of the E

uropean P
arliam

ent and of the C
ouncil of 12 D

ecem
ber 2012 on jurisdiction and 

the recognition and enforcem
ent of judgm

ents in civil and com
m

ercial m
atters 

（recast

）, ［2012

］ O
J L

 351/1. 

日
本
語
に
訳
さ
れ
た

も
の
と
し
て
、
春
日
偉
知
郎
（
訳
）「
民
事
及
び
商
事
事
件
に
お
け
る
裁
判
管
轄
並
び
に
裁
判
の
承
認
及
び
執
行
に
関
す
る
二
〇
一
二
年
一
二
月

一
二
日
の
欧
州
議
会
及
び
理
事
会
の
（
Ｅ
Ｕ
） N

r. 1215/2012

規
則
」
法
務
省
大
臣
官
房
司
法
法
制
部
『
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
民
事
手
続
法
』（
法

務
資
料
第
四
六
四
号
、
二
〇
一
五
年
）
四
七
頁
～
八
四
頁
が
あ
る
。

（
2
） D

an Jerker B
. S

vantesson, ‘A
 very B

rief H
istory of Internet Jurisdiction ’, in: S

olvin
g th

e In
tern

et J
u

risd
iction

 P
u

zzle 

（O
xford U

niversity P
ress, 2017

）, pp. 91-112.

（
3
） 

Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
国
際
私
法
と
国
際
民
事
訴
訟
法
の
分
野
に
お
け
る
Ｅ
Ｕ
の
消
費
者
保
護
の
展
開
に
つ
い
て
概
説
し
た
も
の
と
し
て
、Z

heng 

S
ophia T

ang, ‘E
lectronic C

onsum
er C

ontracts in P
rivate International L

aw
’, in: E

lectron
ic C

on
su

m
er C

on
tracts in

 th
e 

C
on

flict of L
aw

s, 2nd edn 

（O
xford and P

ortland, O
regon, H

art P
ublishing, 2015

）, pp. 3-23. 

ま
た
、
消
費
者
保
護
に
関
す
る
Ｅ
Ｕ
法

全
体
を
概
説
す
る
も
の
と
し
て
、
例
え
ば
、A

ndrej S
avin, ‘C

onsum
er protection and m

arketing ’, in: E
U

 In
tern

et L
aw

, 2nd edn 

（E
dw

ard E
lgar; C

heltenham
, U

K

・N
ortham

pton, M
A

, U
S

A
, 2017

）, pp. 227-262 

が
あ
る
。

（
4
） 

例
え
ば
、
吉
川
英
一
郎
「
国
際
消
費
者
契
約
を
め
ぐ
る
裁
判
例
に
関
す
る
考
察
─
東
京
高
判
平
成
二
九
年
六
月
二
九
日
及
び
そ
の
原
判
決
に
つ

い
て
─
」『
同
志
社
商
学
』
第
七
一
巻
第
一
号
（
二
〇
一
九
年
）
六
五
頁
～
一
〇
四
頁
が
あ
る
。

（
5
） S

ee, e.g., M
oritz K

eller, ‘L
esson for the H

ague: Internet Jurisdiction in C
ontract and T

ort C
ases in the E

uropean 

C
om

m
unity and the U

nited S
tates ’, 23 J

. M
arsh

all J
. C

om
pu

ter &
 In

fo. L
. 1 

（2004

）, p. 2.

（
6
） 

ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
条
約
か
ら
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
規
則
ま
で
の
消
費
者
保
護
規
定
の
展
開
を
扱
っ
た
も
の
と
し
て
、
拙
著
「
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
規
則
に
お

）
三
一
一
一
（



日
本
法
学

　第
八
十
八
巻
第
四
号
（
二
〇
二
三
年
二
月
）

二
六
四

け
る
消
費
者
保
護
規
定
の
展
開
」『
日
本
法
学
』
第
八
五
巻
第
三
号
（
二
〇
二
〇
年
）
一
頁
～
四
〇
頁
が
あ
る
。
本
節
中
の
同
規
則
の
展
開
に
つ
い

て
の
記
述
は
、
主
に
そ
れ
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

（
7
） C

onvention on jurisdiction and the enforcem
ent of judgm

ents in civil and com
m

ercial m
atters, 27 S

eptem
ber 1968, 

［1972

］ 

O
J L

 299/32.

（
8
） C

onvention on accession of the K
ingdom

 of D
enm

ark, Ireland and the U
nited K

ingdom
 of G

reat B
ritain and N

orthern 

Ireland to the C
onvention on jurisdiction and the enforcem

ent of judgem
ents in civil and com

m
ercial m

atters and to the 

P
rotocol on its interpretation by the C

ourt of Justice 

（78/884/E
E

C

）, 9 O
ctober 1978, 

［1978

］ O
J L

 304/1.

（
9
） C

onvention on the law
 applicable to contractual obligations opened for signature in R

om
e on 19 June 1980 

（80/934/E
E

C

）, 

［1980

］ O
J L

 266/1.

（
10
） C

onvention on jurisdiction and the enforcem
ent of judgm

ents in civil and com
m

ercial m
atters, done at L

ugano on 16 

S
eptem

ber 1988 

（88/592/E
E

C

）, ［1988

］ O
J L

 319/9.

（
11
） C

om
m

ission of E
uropean C

om
m

unities, P
roposal for a C

ouncil R
egulation 

（E
C

） on jurisdiction and the recognition and 

enforcem
ent of judgm

ents in civil and com
m

ercial m
atters

（‘C
om

m
ission P

roposal ’

）（C
O

M
 

（1999

） 348 final-1999/0154 

（C
N

S

））, 

［1999

］ O
J C

 376 E
/1.

（
12
） C

ouncil R
egulation 

（E
C

） N
o 44/2001 of 22 D

ecem
ber 2000 on jurisdiction and the recognition and enforcem

ent of 

judgm
ents in civil and com

m
ercial m

atters, 

［2001

］ O
J L

 12/1. 

ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
Ｉ
規
則
に
つ
い
て
は
、
中
西
康
「
民
事
及
び
商
事
事
件
に

お
け
る
裁
判
管
轄
及
び
裁
判
の
執
行
に
関
す
る
二
〇
〇
〇
年
一
二
月
二
二
日
の
理
事
会
規
則
（
Ｅ
Ｃ
）44/2001

（
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
Ｉ
規
則
）」『
国

際
商
事
法
務
』
第
三
〇
巻
三
号
（
二
〇
〇
二
年
）
三
一
一
頁
以
下
を
参
照
し
た
。
ま
た
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
Ｉ
規
則
の
成
立
と
内
容
を
扱
っ
た
も
の
に
、

中
西
康
「
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
Ⅰ
条
約
の
規
則
化
と
そ
の
問
題
点
」『
国
際
私
法
年
報
』
第
三
号
（
二
〇
〇
一
年
）
一
四
七
頁
～
一
七
二
頁
が
あ
る
。

（
13
） C

om
m

ission of the E
uropean C

om
m

unities, ‘A
 E

uropean Initiative in E
lectronic C

om
m

erce ’, C
O

M
 

（97

） 157 final.

（
14
） C

om
m

ission of the E
uropean C

om
m

unities, ‘G
reen P

aper, A
ccess of consum

er to justice and the settlem
ent of consum

er 

）
三
一
一
一
（



ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
Ｉ
ａ
規
則
に
お
け
る
消
費
者
保
護
規
定
と
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
論
（
中
村
）

二
六
五

disputes in the single m
arket ’, C

O
M

 

（93

） 576 final.
（
15
） C

om
m

ission of the E
uropean C

om
m

unities, ‘A
ction P

lan on consum
er access to justice and the settlem

ent of consum
er 

disputes in the internal m
arket ’, C

O
M

 

（96

） 13 final.

（
16
） K

athrin S
achse, D

er V
erbrau

ch
ervertrag im

 In
tern

ation
alen

 P
rivat- u

n
d

 P
rozessrech

t, 

（M
ohr S

iebeck, 2006

） S. 8.

（
17
） B

urkhard H
ess, T

hom
as P

feiffer and P
eter S

chlosser, ‘R
eport on the A

pplication of R
egulation B

russels I in the M
em

ber 

S
tates 

（F
inal V

ersion S
eptem

ber 2007

）（H
eidelberg R

eports

）’, < http://ec.europa.eu/civiljustice/new
s/docs/study_

application_brussels_1_en.pdf> 

（2019/8/15

）.

（
18
） G

E
D

IP
, ‘P

roposed A
m

endm
ent of R

egulation 44/2000 in order to apply it to E
ternal S

ituations ’, IP
R

ax 

（2009

） pp. 283-

284.

（
19
） C

om
m

ission of the E
uropean C

om
m

unities, ‘T
he G

reen P
aper, O

n the review
 of C

ouncil R
egulation 

（E
C

） N
o 44/2001 on 

jurisdiction and the recognition and enforcem
ent of judgm

ents in civil and com
m

ercial m
atters ’, C

O
M

 

（2009

） 175 final.

（
20
） L

orna E
. G

illies, ‘A
dapting international private law

 rules for electronic consum
er contracts ’, in: C

harles E
. F

. R
ickett/

T
hom

as G
. W

. T
elfer 

（eds

）, In
tern

ation
al P

erspectives on
 C

on
su

m
er’s A

ccess to J
u

stice 

（C
am

bridge U
niversity P

ress, 

2003

）, pp. 365-366.

（
21
） 

消
費
者
は
、
更
に
、
Ｉ
ａ
規
則
第
一
七
条
⑵
（
Ｉ
規
則
一
五
条
⑵
）
に
よ
り
、
契
約
の
相
手
方
が
構
成
国
内
に
住
所
が
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、

事
業
者
の
支
店
、
代
理
店
又
は
営
業
所
を
有
す
る
と
き
は
、
そ
の
業
務
に
関
す
る
紛
争
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ら
の
所
在
地
で
も
提
訴
す
る
こ
と
が
認

め
ら
れ
て
い
る
。

（
22
） P

edro de M
iguel A

sensio, C
on

flict of L
aw

s an
d

 th
e In

tern
et 

（E
dw

ard E
lgar, C

heltenham
, U

K

・N
ortham

pton, M
A

, U
S

A
, 

2020

）, paras. 6.125-6.126

は
、
消
費
者
の
裁
判
所
へ
の
ア
ク
セ
ス
保
障
の
必
要
性
の
根
拠
と
し
て
、
消
費
者
が
経
済
的
に
弱
く
、
法
的
問
題
に
つ

い
て
の
経
験
が
少
な
い
こ
と
の
他
に
、
消
費
者
の
限
ら
れ
た
資
産
や
越
境
的
な
Ｂ
２
Ｃ
取
引
の
少
額
性
を
根
拠
に
挙
げ
る
。

（
23
） Z

heng S
ophia T

ang, ‘P
rotective Jurisdiction in the B

russels I R
ecast ’, in: E

lectron
ic C

on
su

m
er C

on
tracts in

 th
e C

on
flict 

）
三
一
一
一
（



日
本
法
学

　第
八
十
八
巻
第
四
号
（
二
〇
二
三
年
二
月
）

二
六
六

of L
aw

s, 2nd edn 

（O
xford and P

ortland, O
regon, H

art P
ublishing, 2015

）, p. 68. 

な
お
、
パ
ッ
ク
旅
行
契
約
を
除
い
た
運
送
契
約
に
つ

い
て
は
、
Ｉ
規
則
第
一
五
条
⑶
（
Ｉ
ａ
規
則
第
一
七
条
⑶
）
に
よ
り
、
消
費
者
契
約
事
件
の
裁
判
管
轄
を
定
め
る
第
四
節
の
諸
規
定
の
適
用
が
排
除

さ
れ
て
い
る
。

（
24
） 

Ibid.

（
25
） C

onsolidated V
ersion of the T

reaty on the F
unctioning of the E

uropean U
nion, O

J C
 202, 7.6.2016, p. 47.

（
26
） C

harter of F
undam

ental R
ights of the E

uropean U
nion, O

J C
 202, 7.6.2016, p. 389.

（
27
） A

sensio, su
pra note 22, para. 6.33.

（
28
） 

前
掲
注（
１
）の
春
日
（
訳
）・『
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
民
事
手
続
法
』
に
お
い
て
は
、「
…
そ
の
構
成
国
若
し
く
は
そ
の
構
成
国
を
含
む
複
数
の

国
家
に
お
い
て
そ
う
し
た
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
…
」
と
訳
さ
れ
、「
向
け
て
」
と
い
う
表
現
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
本
稿
で
は
、
原
文
が

‘directs such activities to ’ 
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
向
け
て
」
の
言
葉
を
用
い
て
い
る
。
一
方
、
Ｉ
規
則
を
訳
出
し
た
中
西
・
前
掲
注（
11
）で
は
、

「
向
け
て
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
。

（
29
） A

ndrea B
onom

i, ‘Jurisdiction over C
onsum

er C
ontract ’, in: A

ndrew
 D

ickinson, E
va L

ein 

（eds.

）, A
ndrew

 Jam
es 

（assistant 

ed.

）, T
h

e B
ru

ssels I R
egu

lation
 R

ecast 
（O

xford, 2015

）, para. 6.04. 

但
し
、
第
七
条
⑸
に
規
定
さ
れ
る
「
支
店
、
代
理
店
又
は
そ
の
他

の
営
業
所
」
の
表
現
は
、
第
一
七
条
⑴
に
よ
り
、
消
費
者
契
約
か
ら
発
生
す
る
紛
争
に
も
適
用
さ
れ
る
。

（
30
） 

Ibid., para. 6.05.

（
31
） 

Ibid., para 6.14; T
ang, su

p
ra

 n
ote 23, p. 27. C

ase C
-419/11, Č

eská
 sp

ořiteln
a

, a
.s. v G

era
ld

 F
eich

ter, 

［2013

］ 

E
C

L
I:E

U
:C

:2013:165, paras. 27-29.

（
32
） C

ase C
-89/91, S

h
ea

rson
 L

eh
m

a
n

 H
u

tton
 In

c. v T
V

B
 T

reu
h

a
n

d
gesellsh

a
ft fü

r V
erm

ögen
sverw

a
ltu

n
g u

n
d

 

B
eteilign

u
n

gen
 m

bH
, 

［1993

］ E
C

R
 I-139, para. 13.

（
33
） C

ase C
-464/01, J

oh
an

n
 G

ru
ber v B

ay W
a A

G
, 

［2005

］ E
C

R
 I-439, para. 36. 

Ｉ
ａ
規
則
中
の
消
費
者
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
本

文
中
に
論
じ
ら
れ
た
も
の
以
外
に
も
、
一
部
は
営
業
に
関
わ
り
一
部
は
そ
う
で
な
い
「
二
重
目
的
契
約
」
の
場
合
の
扱
い
、
締
結
時
は
取
引
外
又
は

）
三
一
一
一
（



ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
Ｉ
ａ
規
則
に
お
け
る
消
費
者
保
護
規
定
と
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
論
（
中
村
）

二
六
七

専
門
外
で
行
動
し
て
い
た
が
、
使
用
目
的
が
将
来
の
取
引
又
は
専
門
の
た
め
で
あ
っ
た
場
合
は
消
費
者
と
な
る
か
な
ど
、
様
々
な
問
題
が
あ
る
。
本

稿
で
は
、
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
基
準
に
絞
っ
て
論
じ
て
い
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
は
扱
っ
て
い
な
い
が
、
別
途
、
検
討
す
る
機
会
を
持
ち

た
い
。

（
34
） C

ase C
-508/12, W

alter V
apen

ik v J
osef T

h
u

rn
er, 

［2013

］ E
C

L
I:E

U
:C

:2013:790, paras. 32-34. 

消
費
者
保
護
団
体
に
よ
る
訴
訟

は
、
個
人
消
費
者
と
そ
の
取
引
相
手
と
の
紛
争
に
該
当
し
な
い
た
め
、
保
護
規
定
の
適
用
範
囲
外
と
な
る
。B

onom
i, su

pra note 29, para. 6.22. 

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ク
ラ
ス
・
ア
ク
シ
ョ
ン
と
の
関
係
で
裁
判
管
轄
が
問
題
と
な
っ
た
も
の
と
し
て
、C

ase C
-498/16, M

axim
ilian

 S
ch

rem
s v 

F
acebook Irelan

d
 L

im
ited, 

［2018

］ E
C

L
I:E

U
:C

:2018:37 

が
あ
る
。

（
35
） 

上
述
し
た
よ
う
に
第
一
八
条
⑴
に
よ
り
、
被
告
た
る
事
業
者
が
構
成
国
内
に
住
所
を
有
し
な
い
場
合
に
も
適
用
さ
れ
る
よ
う
修
正
さ
れ
た
こ
と

は
、
消
費
者
の
保
護
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
。
他
方
、
第
一
八
条
⑵
に
よ
り
、
消
費
者
を
被
告
と
す
る
訴
え
に
つ
い
て
は
、
そ
の
者
の
住
所
が
構
成

国
内
に
あ
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
。B

onom
i, su

pra note 29, para. 6.13.

（
36
） C

ase C
-105/17, K

om
isia za zash

tita n
a potrebitelite v E

velin
a K

am
en

ova an
d

 O
th

ers, 

［2018

］ E
C

L
I:E

U
:C

:2018:808.

（
37
） 

Ibid, paras. 31-35; B
onom

i, su
pra note 29, para. 6.18

は
、
契
約
目
的
に
基
づ
く
消
費
者
の
定
義
で
は
、
同
じ
者
が
問
題
の
契
約
の
目

的
に
応
じ
て
、
特
定
の
契
約
で
は
消
費
者
と
み
な
さ
れ
、
他
の
契
約
で
は
事
業
者
と
見
な
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

（
38
） T

ang, su
pra note 23, p. 36.

（
39
） D

irective 2011/83/E
U

 of the E
uropean P

arliam
ent and of the C

ouncil of 25 O
ctober 2011 on consum

er rights, am
ending 

C
ouncil D

irective 93/13/E
E

C
 and D

irective 1999/44/E
C

 of the E
uropean P

arliam
ent and of the C

ouncil and repealing 

C
ouncil D

irective 85/577/E
E

C
 and D

irective 97/7/E
C

 of the E
uropean P

arliam
ent and of the C

ouncil, 

［2011

］ O
J L

 304/64.

（
40
） C

ase C
-381/08, C

ar T
rim

 G
m

bH
 v K

eyS
afety S

ystem
s S

rl., 
［2010

］ E
C

R
 I-1255, paras. 34-43.

（
41
） T

ang, su
pra note 23, pp. 36-41.

（
42
） 

こ
の
消
費
者
保
護
を
他
の
全
て
の
消
費
者
契
約
に
拡
大
す
る
意
図
は
、
欧
州
委
員
会
に
よ
る
提
案
に
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
。C

om
m

ission 

P
roposal, su

pra note 5, pp. 15-16;  T
ang, su

pra note 23, p. 43.

）
三
一
一
一
（



日
本
法
学

　第
八
十
八
巻
第
四
号
（
二
〇
二
三
年
二
月
）

二
六
八

（
43
） T

ang, su
pra note 23, pp. 44-45.

（
44
） E

.g., A
sensio, su

pra note 22, paras. 6.57-6.62; T
ang, su

pra note 3, pp 18-19.
（
45
） G

illies, su
pra note 20, pp. 366-367.

（
46
） B

onom
i, su

pra note 29, para. 6.38.

（
47
） 

道
垣
内
正
人
編
著
『
ハ
ー
グ
国
際
管
轄
条
約
』（
商
事
法
務
、
二
〇
〇
九
年
）
一
一
八
頁
、
一
二
〇
頁
参
照
。

（
48
） R

egulation 
（E

C

） N
o 593/2008 of the E

uropean P
arliam

ent and of the C
ouncil of 17 June 2008 on the law

 applicable to 

contractual obligations 
（R

om
e I

）, O
J L

 177/6.

（
49
） 

こ
の
宣
言
は
、T

he C
ouncil and the C

om
m

ission, ‘Joint S
tatem

ent on A
rticles 15 and 73 ’ 

で
、
多
く
の
文
献
で
引
用
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
れ
ら
示
さ
れ
て
い
る
出
典
（
ア
ド
レ
ス
）
に
ア
ク
セ
ス
を
試
み
た
が
、
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

（
50
） Joined C

ases C
-585/08 and C

-144/09, P
eter P

am
m

er v R
eed

erei K
arl S

ch
lü

ter G
m

bH
 &

 C
o K

G
 

（C
-585/08

） and H
otel 

A
plen

h
of G

esm
bH

 v O
liver H

eller 
（C

-144/09

）, ［2010

］ E
C

R
 I-12527. 

本
件
の
評
釈
と
し
て
、
例
え
ば
、D

an Jerker B
. S

vantesson, 

‘P
am

m
er and H

otel A
lpen

h
of – E

C
J decision creates further uncertainty about w

hen e-businesses “direct activities ” to a 

consum
er ’s state under the B

ru
ssels I R

egu
lation

’, 27 C
om

pu
ter L

aw
 &

 S
ecu

rity R
eview

 

（2011

）, pp. 298-304; M
ichael 

B
ogdan, ‘W

ebsite accessibility as a base for jurisdiction under A
rt. 15

（1

）（c

） of the B
russels I R

egulation: case note on the 

E
C

J judgm
ents P

am
m

er and A
lpen

h
of ’, 12 Y

earbook of P
rivate In

tern
ation

al L
aw

, 

（2010

）, pp. 565-569

が
あ
る
。
日
本
で
紹
介

さ
れ
た
も
の
と
し
て
、
例
え
ば
、
中
西
康
「
Ｅ
Ｕ
法
の
最
前
線
（
第
一
四
二
回
）
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
消
費
者
契
約
事
件
の
国
際
裁
判
管
轄 : 

Joined C
ases C

-585/08 and C
-144/09, P

eter P
am

m
er v R

eederei K
arl S

chlüter G
m

bH
 &

 C
o. K

G
 

（C
-585/08

） and H
otel 

A
lpenhof G

esm
bH

 v O
liver H

eller 

（C
-144/09

） <2010> E
C

R
 I- 

（
未
登
載
）（
二
〇
一
〇
・
一
二
・
七
先
決
裁
定
）［
欧
州
司
法
裁
判
所
］」

『
貿
易
と
関
税
』
第
六
〇
巻
二
号
（
二
〇
一
二
年
）
七
八
～
七
二
頁
が
あ
る
。

（
51
） D

irective 2000/31/E
C

 of the E
uropean P

arliam
ent and of the C

ouncil 8 June 2000 on certain legal aspects of inform
ation 

society services, in particular electronic com
m

erce, in the Internal M
arket 

（D
irective on electronic com

m
erce

）, O
J L

 178/1.

）
三
一
一
一
（



ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
Ｉ
ａ
規
則
に
お
け
る
消
費
者
保
護
規
定
と
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
論
（
中
村
）

二
六
九

（
52
） 

例
え
ば
、S

vantesson

は
、
消
費
者
と
の
契
約
締
結
以
前
の
事
業
者
の
主
観
的
な
意
図
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
に
つ
き
、
Ｉ
規
則
第
一
五
条

⑴
⒞
に
よ
る
裏
付
け
が
な
い
こ
と
、
判
決
に
よ
れ
ば
、
他
の
構
成
国
の
顧
客
を
獲
得
す
る
目
的
（objective

）
と
結
果
（outcom

e

）
が
必
要
と
な

る
が
、
事
業
者
は
目
的
を
持
つ
こ
と
な
く
、
他
の
構
成
国
か
ら
顧
客
を
獲
得
す
る
可
能
性
も
あ
る
と
批
判
す
る
。
そ
し
て
、「
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て

い
な
い
」
か
否
か
に
焦
点
を
当
て
る
デ
ィ
ス
・
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
（dis-targeting

）・
ア
プ
ロ
ー
チ
を
提
唱
す
る
。S

vantesson, su
pra note 

50, pp. 301-303.

（
53
） A

sensio, su
pra note 22, para. 6.58.

（
54
） C

ase C
-190/11, D

an
iela M

ü
h

lleitn
er v A

h
m

ad
 Y

u
su

fi an
d

 W
ad

at Y
u

su
fi, 

［2012

］ E
C

L
I:E

U
:C

:2012:542, para. 45.

（
55
） A

sensio, su
pra note 22, para. 6.58.

（
56
） C

ase C
-218/12, L

okm
an

 E
m

rek v V
lad

o S
abran

ovic, 

［2013

］ E
C

L
I:E

U
:C

:2013:666, paras. 25-26.

（
57
） A

sensio, su
pra note 22, para. 6.58.

（
58
） 

Ibid., para. 6.59.

（
59
） C

ase C
-297/14, R

ü
d

iger H
oboh

m
 v B

en
ed

ikt K
am

pik L
td

 &
 C

o. K
G

 an
d

 O
th

ers, 

［2015

］ E
C

L
I:E

U
:C

:2015:844, para. 37.

（
60
） A

sensio, su
pra note 22, para. 6.60.

（
61
） 

Ibid., para. 6.61.

（
62
） 

M
ü

h
lleitn

er, su
pra note 54, para. 44.

（
63
） A

sensio, su
pra note 22, para. 6.62.

（
64
） 

以
下
の
記
述
は
、T

ang, su
pra note 23, pp. 46-59

を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

（
65
） T

ang

は
、
こ
の
立
場
の
例
と
し
て
、E

uropean C
om

m
ission, P

roposal for a C
ouncil R

egulation 

（E
C

） on jurisdiction and the 

recognition and enforcem
ent of judgm

ents in civil and com
m

ercial m
atters, 

［1999

］ O
J C

 376 E
/01

の
解
説
⒀
を
挙
げ
る
。

（
66
） T

ang

は
、
否
定
的
見
解
の
そ
の
他
の
例
と
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
事
案
で
あ
るE

u
rom

arket D
esign

s In
corporated

 v P
eters &

 A
n

r 

［2001

］ FS
R

 20 

判
決
や
同
国
の
貿
易
産
業
省
（D

epartm
ent of T

rade and Industry
）
の
見
解
を
挙
げ
る
。

）
三
一
一
三
（



日
本
法
学

　第
八
十
八
巻
第
四
号
（
二
〇
二
三
年
二
月
）

二
七
〇

（
67
） T

ang

は
、
こ
の
主
観
的
テ
ス
ト
を
採
用
し
た
も
の
と
し
て
、
ロ
ー
マ
条
約
第
五
条
に
よ
り
保
護
さ
れ
る
消
費
者
契
約
に
関
し
、
事
業
者
が
当

該
国
を
標
的
に
新
聞
広
告
を
行
う
な
ど
の
特
定
の
行
為
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
必
要
と
述
べ
るM

ario G
iuliano and P

aul L
agrde, ‘R

eport on 

the C
onvention on the law

 applicable to contractual obligation ’ 

（‘G
iuliano-L

agarde R
eport ’

） ［1980

］ O
J C

 282/1, pp. 23-24

を
挙

げ
る
。
欧
州
議
会
も
ま
た
、
商
業
的
活
動
が
「
活
動
」（activity

）
の
要
件
を
満
た
す
に
は
、
実
質
的
な
や
り
方
で
、
意
図
的
に
（purposefully

）

消
費
者
の
住
所
地
に
向
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
と
提
案
す
る
。E

uropean P
arliam

ent, ‘A
5-0253/2000: P

roposal for a C
ouncil 

regulation on jurisdiction and the recognition and enforcem
ent of judgm

ents in civil and com
m

ercial m
atters ’ 

（C
O

M

（1999

） 

348 - C
5-0169/1999 - 1999/0154 

（C
N

S

））, ［2001

］ O
J C

 146/94, p. 98 

（A
m

endm
ent 37

）.

（
68
） T

ang

に
よ
れ
ば
、
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
欧
州
委
員
会
の
最
初
の
提
案
に
よ
っ
て
採
用
さ
れ
、
そ
こ
で
は
、
Ｉ
規
則
第
一
五
条
⑴
⒞
に
お
け
る

「
行
わ
れ
た
」（pursued

）
又
は
「
向
け
ら
れ
た
」（directed

）
活
動
は
、
双
方
向
的
（interactive

）
サ
イ
ト
を
介
し
て
締
結
さ
れ
た
消
費
者
契

約
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
を
明
確
に
す
る
た
め
の
概
念
で
あ
り
、
消
費
者
が
単
に
そ
の
住
所
地
国
で
ア
ク
セ
ス
可
能
な
受
動
的
な
（passive

）
サ
イ

ト
を
介
し
て
サ
ー
ビ
ス
又
は
動
産
の
購
入
の
可
能
性
を
知
っ
て
い
た
事
実
は
保
護
的
管
轄
の
引
き
金
を
引
く
こ
と
な
い
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
と
さ
れ

る
。T

ang, su
pra note 23, p. 51.

（
69
） D

irective on E
lectronic C

om
m

erce, su
pra note 51 

の
第
五
条
⑴
⒞
は
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
は
そ
の
受
領
者
に
対
し
て
、
契
約
締
結
前

に
、
電
子
メ
ー
ル
・
ア
ド
レ
ス
を
含
む
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
に
迅
速
に
連
絡
を
取
り
、
直
接
的
且
つ
有
効
な
方
法
で
通
信
す
る
こ
と
が
可
能
な
情
報

を
提
供
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
。

（
70
） T

ang

は
、E
uropean P

arliam
ent, su

pra note 67, p. 97 
（A

m
endm

ent 36

）
が
、「
事
業
者
が
意
図
的
に
そ
の
活
動
を
実
質
的
に
別
の
国

に
向
け
て
い
る
と
言
う
意
味
で
オ
ン
ラ
イ
ン
取
引
サ
イ
ト
が
能
動
的
（active

）
な
サ
イ
ト
で
あ
る
場
合
」、
事
業
者
は
そ
の
商
業
的
活
動
を
国
に

向
け
て
い
る
、
と
述
べ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。T

ang, su
pra note 23, p. 52.

（
71
） T

ang

は
、E

uropean P
arliam

ent, su
pra note 67, p. 98 

（A
m

endm
ent 37

）
に
お
い
て
、
欧
州
議
会
が
、
事
業
者
が
そ
の
活
動
を
消
費

者
が
住
所
地
の
構
成
国
に
向
け
て
い
る
か
否
か
の
決
定
の
た
め
に
は
、「
裁
判
所
は
、
事
業
者
が
特
定
の
構
成
国
内
に
居
住
す
る
消
費
者
と
の
取
引

に
対
し
て
取
引
業
務
を
囲
い
込
も
う
と
す
る
試
み
を
含
む
、
事
案
の
あ
ら
ゆ
る
状
況
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
例
を
示
す
。

）
三
一
一
一
（



ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
Ｉ
ａ
規
則
に
お
け
る
消
費
者
保
護
規
定
と
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
論
（
中
村
）

二
七
一

T
ang, su

pra note 23, p. 52.
（
72
） E

uropean P
arliam

ent, su
pra note 67, p. 98 

（A
m

endm
ent 37

）.
（
73
） E

uropean C
om

m
ission, ‘A

m
ended P

roposal for a C
ouncil R

egulation on jurisdiction and the recognition and enforcem
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